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F I A 令 和 6 年 新 春 の 集 い

1月24日（水）、AP東京八重洲にて、「FIA令和６年新春の集い」が開催された。
第一部は、昨夏に始動した新しい取り組み事業である「FIA全国カラダ年齢測定フィットネス体力テスト」の説明会。

直近の活用事例や現在進んでいる公的機関・団体取り組みの現状や、
本取り組みに寄せられている期待についての報告があった。

「FIA全国カラダ年齢測定フィットネス
体力テスト」の現在

第一部
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ます。

　さて、我々が取り組んでいる体力測

定でございますが、お陰様で、約1年

経過してまいりました。そこで、この

機会に今一度、その意味や意義という

ものについてきちんと確認しておきた

いと思います。本事業は、ここにいら

っしゃる皆様方と一致団結して取り組

むことで、新しい市場の開拓、そして

社会への貢献というものにつながって

いくという、非常に重要な位置付けに

なっていると思います。このことを再

認識しながら、今日のこの時間を過ご

してまいりたいと思います。

　昨年のこの場で、初めて本事業の説

明をさせていただいた後、さっそくテ

ストマーケティングというかたちで、

実際に測定者を入れながら実験を開始

してまいりました。その後、導入各社

において、実装という段階に進んでい

ったわけですが、同時期に東京都から

「このFIA体力測定を実施したい」と

いうオファーをいただき、東京都の健

康・スポーツイベントの中で、我々も

早くから連携をしてまいりました。そ

して、この3月に第1期を終了すると

いう段階に来ているところです。なお、

東京都からは、「今後もさらに積極的

に拡大していきたい」という意向もい

ただいております。また東京都のみな

らず、他の団体からも、「ぜひ詳しい

話を聞きたい」という問い合わせも頂

戴しているところです。

　今日までの体年齢測定の導入実績を

見ると、参加人数は4,000名超。これ

は積極的に導入していただいた先行し

た21社、167施設での実績というこ

とになります。参加者の満足度も高く、

多くの方々から高い評価をいただいて

おりますが、各社におかれまして、ま

だまだ試行錯誤されている状況でござ

います。今後、この取り組みがさらに

ブラッシュアップされて、人々にとっ

てなくてはならない素晴らしいプログ

ラムとなり、先ほど申し上げた通り、

●事業報告
スポーツクラブでの
測定と改善を通して
生涯自立できるカラダを
手に入れる

 

　本業界の“筋力増強”に努めており

ます田畑でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。日頃は当協会の

活動に対して皆様からたくさんのご支

援をいただき、またいろいろとご理解

をいただきながら進めさせていただい

ていますことに、心より御礼を申し上

げます。本年も引き続き、皆様からの

ご支援、ご鞭撻をどうぞよろしくお願

いいたします。 

　ご存じの通り、今年は正月から深刻

なバットニュースでスタートしました。

この場をお借りして、被災された皆様

に対しましてお見舞い申し上げるとと

もに、一日も早い日常が戻ってくるよ

うに心よりお祈り申し上げます。

　一方、明るい話題としては34年ぶ

りに日経平均株価が更新するというニ

ュースもありました。当協会がコロナで

猛踏ん張りしている中で、それを後押

ししてくれるような話題は今年が“変

革の年”になるということに大いに期

待したいと思っているところでござい

新たな市場もにらみつつ、件数、施設

数を増やしていきたいと考えておりま

すので、ぜひ皆様方のご支援をお願い

したいと思います。

 

●活用事例

社員総会で
体験型研修会を実施

 

　野村不動産ライフアンドスポーツ事

業推進部フィットネス事業課の小松と

申します。本日は、弊社で今期取り組

んでまいりました活用事例を２つお伝

えさせていただきます。

　弊社で「FIAカラダ年齢測定会」を

推進していくにあたって、あらめてど

こから、また何を根幹として進めてい

くべきか——ここの原点を今一度、私

自身振り返ってみました。すると、い

わゆる一般の会員様、お客様に向けた

測定がまずベースであろう、と。

　ただ、果たしてメガロスが実施して

いく体力測定は、本当にそれが正しい

方向性なのか……。これをさらに見直

したとき、私自身にとってのお客様と

は大きく2つあると思いました。まず

1つ目が、現場で頑張っている社員、

いわゆる弊社でいうキャストです。こ
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（一社）日本フィットネス産業協会理事、フィットネス体力
テスト事業・事業委員長

田畑 晃

野村不動産ライフ&スポーツ株式会社
事業推進部フィットネス事業課 
上級マネージャー

小松 裕季
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での体験型研修会の私の個人的な感想

です。

　2つ目。会員様に向けた展開につい

ては、シニアスクールのプログラムへ

の導入を考えました。なぜなら、これ

からますます高齢社会が顕著になる一

方で、我々はまだまだ具体的に発信で

きていないという現状が背景としてあ

ったからです。

　そこで、どのような目的でシニアス

クールの方々に、この体力測定を提供

していくべきかと考えたときに、この

業界にいると、どうしても見落としが

ちなところがフィットネスクラブに通

われていらっしゃるシニア層というの

は、そもそも一般的に体力レベルが高

いということがデータとして蓄積され

ていないことでした。やはりスクール

生の人たちにとっても、みずからが健

康で、そして自立して生活を行うとい

うことの社会貢献をもっともっと伝え

ていく必要があるのではないか。そこ

で、しっかりとこれをエビデンスとし

てかたちにしたいという目的で実施対

象者とさせていただいたというわけで

す。

　実施店舗は20店舗。9～12月にか

けて、各店、タイミングのいいところ

で必ず実施をするということを伝えま

した。ただ、「何件やりましょう」と

いう定量的なものだけではなかなか現

場は動きません。先ほどの社員総会で

もしっかりと伝えた通り、定説的な意

図をしっかりと伝えた上で実施を促す

よう、本部側としても心がけてまいり

ました。よって、この間に実施してい

ただいたスクール生は、約140名で

す。 

　本日のこの場でお伝えすると、どう

してもフィットネスのシニアスクール

というところに目が行きがちだと思い

ますが、私たちにとってシニアという

のはスイミングやテニスを楽しんでい

らっしゃる方々すべてを含めてフィッ

トネス愛好者ととらえ、皆さんにマシ

のキャストも本部にとっては非常に大

事なお客様である、と。そして2つ目

が会員様です。会員様に対してどのよ

うにこの「FIAカラダ年齢測定」を展

開していけばいいか。こういったとこ

ろから、今回弊社では、“フィットネ

ス社員総会”という中で、まずはもっ

とも身近なお客様、いわゆる社員に向

けてこの測定会をする意義をしっかり

と伝えたい、と。そして、それを踏ま

えた上で、会員の皆様にこの体力測定

会の可能性を実感していただきたいと

考え、今期はこの2つの施策に重点を

置きながら取り組んでまいりました。

　1つ目。社員総会での体験型研修会

の実施にあたり、まず弊社社員の背景

として、どのような状況であったのか。

すると、「カラダ年齢測定会」の認知

そのものが社内でも非常に希薄であっ

たことです。特に若手の社員に関して

は、そういった経験値がないために、

どのようにしてお客様にその測定を伝

えていけばいいか、ということが大き

な課題として背景にありました。そこ

で、まず会社でのベースをつくるため

には、我々社員がこの測定の意義をし

っかり伝えていくことが何よりも大事

なのではないか、と。

　メガロスはなによりも“人”を強み

としています。すなわち、キャストが

しっかりと自分自身の言葉でこの測定

会の意義を語れること。これを我々本

部は総会における最大の目的として行

いました。実施事例としては、約2時

間半、総勢140名のフィットネス社員

に体験をしてもらいました。

　実際に社員が実施することによって、

イメージが具現化され、研修会の目的

として掲げていたみずからの口で測定

を実施する意義をしっかりと現場で伝

えられるようになったかなと思ってい

ます。そして、私たち本社に関しては、

全店舗稼働の体制づくり、そして実施

の意図というところがしっかりと浸透

できたのではないか。以上が社員総会

ンジムに足を運んでいただき、測定の

場を設けさせていただきました。そう

することによって、総合型フィットネ

スクラブの本来あるべき価値というと

ころがつながったかなというふうに思

っています。

　最後になりますが、今回、弊社にお

いては約650件の実績を上げることが

できました。この650件、どういう意

味に捉えればいいか、私自身があらた

めて感じたところでは、やはり全会員

様がこの測定会をやるべきではないか、

と。なぜなら、フィットネスクラブま

たはパーソナルジムを運営されている

ところでは、どこでも体組成というイ

ンボディは実施されたりしていると思

います。それにプラスアルファして行

動体力の指標を設ける。すなわち、こ

の「カラダ年齢測定」をミックスさせ

ることによって、よりフィットネスク

ラブの新たな価値が生まれるのではな

いか、今回の活動を通じて、その可能

性の大きさを感じたからです。

　以上が、弊社における実施報告とな

ります。

パッケージ商品として展開

 

　JR東日本スポーツの古川と申しま
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JR東日本スポーツ株式会社
事業推進部門
営業企画部 担当部長

古川 正
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インストラクター、人気プログラムと

いう強みを活用したというわけです。

そして狙い通り、インストラクターの

力もあって、それなりに集客があり、

利益も少なからずしっかり出る結果と

なりました。また、普段からプログラ

ムに参加されている方々なので、怪我

のリスクも少ないというターゲット層

を狙ったという意図もあり、これはそ

ういうパッケージ商品として展開でき

た一つの成功事例とみています。

　もう一つ、6名×2枠で、体力測定

に パ ー ソ ナ ル 3 0 分 無 料 券 を 付 け

1,650円で販売する企画を考えました。

これは、実際に集客はなかなか難しか

ったのですが、参加してくれた方には、

当初、無料で差し上げてしまうのはも

ったいないと思ったのですが、売れ行

きのよくないパーソナル商品の販促に

も繋がる、と。お客様にとっては体力

測定もできて、無料券ももらえるとい

う意味では、1,650円自体はそれほど

高いという印象を与えないパッケージ

の商品として展開しました。実際、2

名のご参加しかなかったものの、これ

はこれで参加された方には、やってよ

かったという評価をいただきました。

30分無料券も配布したことにより、

それが最初のパーソナルのきっかけに

なれば、また別の効果もあるというこ

とで少しずつ実績を積み上げていきた

いと思っています。

　プロジェクトの中では、どの店舗で

も取り組みやすい、こういったパッケ

ージ商品として展開していくことを、

しっかり意識してつくっています。さ

らに、今後はパーソナルボディチェッ

クという、主に入会初期の運動動機づ

けのタイミングに合わせ、体組成測定、

体力測定（カラダ年齢測定）、カウン

セリング、パーソナルの指導を、通常 

60分の価格、6,600円で90分実施す

るというパッケージ商品を展開してい

きたいと考えています。

　それ以外に、日常的にできるものは

す。これからお話しさせていただくこ

とが皆様のお役に立てればと思います。

どうぞよろしくお願いします。

　導入事例をご紹介する前に、弊社の

中での動きからご説明します。まず現

場スタッフ、そして法人担当も含めて、

6名によるプロジェクトメンバーを結

成しました。そこで、このサービスの

目的や意義をしっかり共有しながら、

弊社では社長も含めて役員、本社スタ

ッフ、現場スタッフの体験デモからス

タートさせていきました。

　スタッフが体験することによって、

この商品の内容をしっかり把握するこ

とはもちろん、その果たす役割につい

ても真剣に考えもらいたいという狙い

があったからです。実際にスタッフが

受けてみると、「思っていたより面白

かった」「楽しみながら取り組むこと

ができた」と好感触で、体験する前と

後では、まったく印象が変わったこと

をしっかり確認し合いながら、意見を

集約して商品をつくっていきました。 

　また、事前に「これはこういう商品

でこういう展開が可能である」という、

店長たちへの説明会も進めてまいりま

した。したがって、かなり後発となっ

てしまいましたが、11月になってよ

うやくお客様への商品展開に至りまし

た。

　その一つは、人気インストラクター

による人気プログラムと体力測定をく

っつけた企画です。人気インストラク

ターを起用して、お客様に参加しても

らい、実際に受けてもらう。これは有

料で3,300円いただいています。20

名の3部制で60名定員のところ、39

名の実績が取れました。

　実施するにあたっては、赤字になっ

てしまうような企画ではなく、業績回

復の一助とするという目的もあるので、

有料とさせていただきました。とはい

え、体力測定だけでは、なかなかお客

様の集客に向けて有料化では難しいと

思っていましたので、こういった人気

ないかということで、測定器およびマ

ニュアル等の常設をしました。こちら

のほうはすでに各店舗で実施している

ところです。これは参加されたお客様

からご意見があったものをさっそく具

現化した取り組みであり、全く負担も

かからず、実施されている方を見つけ

て、スタッフが「どうですか？」と声

をかけるきっかけにもなります。加え

て、プログラムサービス自体の認知活

動にも繋がると思っています。

　皆様の参考になればと思い、ご紹介

をさせていただきました。簡単ですが、

以上となります。

日時指定の
無償イベント形式として実施

　西武レクレーション株式会社の関口

と申します。どうぞよろしくお願いし

ます。

　我々、西武フィットネスクラブは、

総合店2店舗、小型店2店舗と、非常

に小規模の合計4店舗の施設となりま

す。

　早速ですが、西武フィットネスクラ

ブにおける「カラダ年齢測定」の取り

組みについてご紹介させていただきま

す。まず今回、本稼働する前の9月に、

2024年（令和6年）2月13日

西武レクリエーション株式会社
事業部 事業運営担当

関口 寿
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として、定着させていくべく、我々も

取り組んでいきたいと思います。その

ためには、少しでも多くの方の目に触

れる機会を、と思い、今回キャンペー

ンのチラシのほうにも掲載をさせてい

ただいたというわけです。

　今後もこちらの「カラダ年齢測定」

をきっかけに運動習慣の定着、健康状

態の改善につなげるとともに、業績の

改善を図れる機会となるように取り組

んでいければと思っています。 

　以上をもちまして、西武フィットネ

スクラブの取り組みとご案内とさせて

いただきます。

健康経営の
取り組みの中の一つとして

 

　株式会社ルネサンスの東と申します。

よろしくお願いいたします。

　ルネサンスからは、to E、 従業員

向けの取り組みについて少しご紹介さ

せていただきます。ルネサンスでは健

康経営宣言をホームページ上に公開し、

従業員の健康への取り組みを推し進め

ています。その中で、1月の中旬、全

社員に向けて、この「カラダ年齢測

定」を促進していくというメッセージ

を出しました。それを健康経営の取り

本社屋のある所沢のクラブにおいて、

本社の従業員を対象に「カラダ年齢測

定会」を実施いたしました。参加者は

普段運動されないような方ばかりでし

たけども、皆さん本気モードで想定以

上に盛り上がりました。この参加者の

盛り上がりには需要喚起の可能性を感

じ、スタッフの理解をより深めたと思

っています。

　一方、お客様への開催方式は、日時

指定の無償イベント形式とさせていた

だきました。10月以降、回数にして2

回、日数にして15日程度実施しまし

たが、わずか2回にもかかわらず、在

籍する会員様の約1割が測定を行った

という結果となっています。

　お客様の声としては、「もう１回や

りたい」「中学校以来でなつかしい」

「体力測定をなめていた」「得意不得

意を知ることができた」「全然できな

いことに気づけてよかった」など、皆

さん、一生懸命に測定に取り組んでい

ただいたことがうかがえます。思って

いた以上に数字が悪いと、非常に残念

に感じて、「どのようなトレーニング

で改善できるか知りたい」というコミ

ュニケーションにも繋がっております。

　また、ご利用者の層は、クラブによ

り変動がありますが、平均して50～

60代の女性が多く、中でもアクティ

ブ系のプログラムに参加していらっし

ゃる方にはより多くご参加いただきま

した。当面は、イベント形式の継続と

新規の入会者、こちらを対象に都度実

施していくというかたちで考えていま

す。

　次に媒体に関しては、こちらは会員

向けにポップをつくらせていただいて

おります。一方、外部に向けては入会

キャンペーンのチラシへの掲載、また

幟を作成して店舗前に設置しました。

「カラダ年齢測定」は、“全国～”と

謳っておりますので、行政や自治体と

の連携も期待し、健康診断、また体組

成計、こういったものと並ぶ健康指標

組みの中の一つと位置づけることが、

まず重要だと考えたからです。すなわ

ち、この施策一つに対してというより、

健康経営全体の中でこういった取り組

みもしていくという繋がりを大事にし

ながら発信していったというわけです。

　注意すべき点としては、「この測定

の意図をしっかり理解して推進してく

ださい」ということ。「数値が良くな

かった」「あなたはすごいね」などの

その場限りの一喜一憂が目的ではない

ということ。測定をきっかけに、運動

へのモチベーション喚起にすることが

本来の目的であって、ただ単に測定の

コンペティションにならないことも、

この発信の中に盛り込んでいます。

　この取り組みを進めるにあたって、

重要なポイントが企業の共通課題。す

なわち、皆さんの企業も同様であると

思いますが、従業員の健康こそが共通

した課題になっているのではないでし

ょうか。

　また、もう一つは従業員のエンゲー

ジメントも大きなテーマだと考えてい

ます。これをつい3日前に20名近くの

従業員に向けて取り組んだクラブにヒ

アリングをしたところ、翌日からスタ

ッフ同士のコミュニケーションが明ら

かに違った、喋る量が明らかに違った、

と。そして普段はあまりトレーニング

をしていないようなフロントのスタッ

フが、「私、このレッスンに入っても

いいですか？」という一言がもう次の

日に出るようになったそうです。

　そういったところから、やはり健康

こそが、充実したこころの健康状態を

涵養する部分にも繋がるような取り組

みになっているのではないかというこ

とを体感したところです。

　一方、このように進めていく中でも、

たくさんのハードルも出てきました。

例えば、勤務扱いをどうするのか。こ

の1回200円の費用をどこが負担する

のか。そして、従業員の測定データを

従業員のIDとどう紐付けるのか。こ

2024年（令和6年）2月13日

株式会社ルネサンス
マーケティング推進本部　
スポーツクラブ事業企画部 次長

東 武史
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のデータを基に、「健康になっている

スタッフが増えてきているね」「あま

り変わってないね」ということを、ど

うやってデータとして使っていくのか

などの数々のハードルがありました。

　そいったところをクリアするために、

一つの事例として、「健康診断に行く

ときと同じ勤務扱いですよ」といった

健康診断との整合性だったり、またデ

ータを取るために、LINEの登録時に、

従業員向けのLINEアカウントだけ特

別な手順を挟むということによって、

データを活用することに同意してもら

って進めるというところのハードルも

乗り越えてまいりました。このように、

社内においてしっかり時間をかけて準

備していったという経緯があります。

　今後考えていることは、従業員の健

康診断結果と掛け合わせた活用になり

ます。この測定を通して、健康診断の

結果が良くなっているってことであれ

ば、その一助となっているということ

も評価としてできるかもしれないなと

思っております。また、お客様と従業

員セットでのクラブランキングなどの

仕掛けによって、クラブのスタッフと

お客様との繋がりをつくるきっかけに

もなるのではないかというふうにも考

えております。

　そして最後には、測定したお客様同

士が、「私こうだったよ！」「えっ、

すごい！」といったお客様同士のコミ

ュニケーションを自社のファンコミュ

ニティサイト内で仕掛けることによっ

て、まだこれに触れたことがない方が 

「なに？　なに？　面白そう」と、興

味を顕在化させていくような仕掛けに

よって、さらにその輪を広げていきた

いと考えています。少しでも参考にな

ればと思います。

●今後の展望
「健康寿命の延伸」
「人生100年時代」の
具現化のために
今、取り組むべきこと

　皆さん、こんにちは。日本フィット

ネス産業協会の吉田でございます。今、

各社から発表ありましたが、どちらか

というと、個人会員の方、従業員の方

を中心のお話をしていただきました。

日々ハードなトレーニングされている

方は、ご自身のやり方、あるいは明確

な目標をお持ちですが、一方で、明確

な理由はもっていないけれども日々、

トレーニングに努めている方というの

は、来年は果たしてどういう自分にな

っているんだろうということまで考え

ている方はあまりいないのではないか

と思います。

　フィットネス体力テストは、自身の

“現在地”を知る一つの指標として、

次年度の自分と比較したときに果たし

てどうなっているかということに対し

て、トレーニングを継続するための一

つのモチベーションに繋がっていくで

あろうということが期待できます。こ

れは、今まさに各社の皆さんからお話

があった通りです。

　もう一つ、昨今では、「健康寿命の

延伸」「人生100年時代」という言葉

をよく耳にしますが、いまのままで本

当に実現できると思われるでしょう

か？　コロナによってマイナスに触れ

た分、これを一旦ゼロポジションに戻

して、そこからスタートしなければな

らない。ということは、やはり運動習

慣をつけ、運動を継続していくことと

いうのは極めて重要であると考えます。

　さらに、筋力の問題。体力テストを

実践された方、皆さんに共通している

のが、「えっ!?」という疑いとも驚き

ともとれる声。必ず出ます。思った以

上に数字が出ない。もちろん、私自身

もやってみましたが、例えば、立ち幅

跳びをやろうとすると、まずもってそ

のやり方を忘れている……。気持ちは

“昔のまま”ですが、体は“今”です

から、跳ぶタイミングがどう見てもお

かしい、と。だから距離も出ない。で

も、しばらくすると、昔の勘を取り戻

して、できるようにはなりますが、い

ずれにしても筋力の衰えを痛感したも

のです。

　日本の大きな課題は、人口減少に伴

う労働人口の減少。したがって、今、

働いている方たちには70～75歳にな

っても、しっかり現役で働いてもらわ

なければならない時代がやってきます。

約800万人いるという団塊の世代が

2025年の段階でリタイヤし、後期高

齢者となったとき、一斉に労働力が下

がるといわれています。しかし、日本

はそういうことはしない国だと思いま

すし、皆さん、さらに現役で働かれる

と思います。

　そのためには、やはり筋力が大事だ

し、健康が大事。そこに手をつけなけ

れば、「人生100年」まで延びたとき

に、不健康な中で平均寿命だけ延びた

ということなれば、日本の経済はもう

先がありません。

　本当に人生100年をしっかり生き抜

くため、今やらなければならないこと

を考えたとき、今、各クラブでやるべ

きことは何か。企業フィットネスの観

2024年（令和6年）2月13日

（一社）日本フィットネス産業協会 専務理事

吉田 正昭
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は、このように様々なビジネスがたく

さんあります。「健康寿命の延伸」

「人生100年時代」——それらを具現

化する役割を我々が担えるというのは、

大きなビジネスとなって、かつ世の中

のためにもなるという、2つのことが

同時に実現できるというわけです。フ

ィットネスクラブのやりがいというの

は、まさにそういうことではないでし

ょうか。

　我々は、国民の健康をしっかり担い、

高齢社会においても活力ある日本が実

現できているのは、やはりフィットネ

スの力が大きいといわれるような仕事

をしていかなければならないと思って

います。

　そのためには、まずは実施する店舗

を増やしていかなければ、たとえオー

ダーがあっても、恥ずかしくて実情を

いえないのが今の状況です。したがっ

て、今こそ一致団結して取り組むべき

大きな機会であり、このビジネスチャ

ンスを決して逃してはならない。

　ぜひ一緒になって健康づくりができ

ればと思っていますので、ここだけの

話で終わるのではなく、ぜひ持ち帰っ

ていただいて、うちの会社、うちの店

舗もやるんだ、ということをまず決め

ていただきたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

点で考えると、各企業ともに健康経営

という言葉が当たり前になってきまし

た。今日この場にも来てくださってい

るルネサンスの樋口さんは、その健康

経営の権化みたいな方です。ある日、

彼から一通のメールが来ました。彼は、

健康保険組合連合会の方と常々情報交

換をしているそうなのですが、健康診

断の横並びでフィットネス体力テスト

ができないか、と。もっといえば、特

定保健指導も実施されていますが、そ

れをより明確に絞り込むためにも、測

定を踏まえた上での一つの指針として

活用することはできないだろうかとい

うオーダーが来ました。

　今、2回お話をしましたが、実現に

向けては求めるほうも受け入れるほう

もまだ様々なハードルがあります。健

康保険組合連合会の会員は2,800万人。

人口の3分の一弱です。そういう方た

ちのオーダーを受けようとしたときに、

今のままではとても受けきれないのが

FIAの現状です。現在、実施している

クラブだけでは、そのオーダーに対し

て、店舗数が少なすぎるからです。

　しかし、できる・できないは別にし

て、2,800万人のうちの、例えば

1,000万人がこの体力テストを受けま

した、と。1回1,000円という試算で

いくと、100億円になるわけです。こ

れがフィットネスの市場に入ってくる

と、新たなビジネスの創造にもなる。

そういうチャンスが必ず来ます。した

がって、これを成立させるためには、

いきなり全国で……というのは難しい

ので、一定のエリア、もしくは企業を

決めながら、トライアルしていきたい。

狙うところは、健康診断の横に体力テ

ストがあるということ。それを起点と

し、運動習慣を継続して、ひいては全

国民の健康状態向上に貢献していきた

いと思っています。

　最後に、もう1つは自治体です。自

治体の中でも志しの高いところは、今、

いかにして運動習慣つけるかというこ

とに何度もトライされていますが、残

念ながらほとんどできていないのが実

情です。しかし、これをぜひ実現した

いという自治体が現れました。これは

四国のある市ですが、そこの市長から

「市民の健康・体力をしっかり上げて

いきたい。その起点となるために、体

力テストができないか」というオーダ

ーが来ました。

　これはできるだけ早くクロージング

をかけたいので、さっそく週明けに出

向いて、市長とダイレクトに話をして

まいります。できたら、もう一発で決

めてきたいと意気込んでいるところで

す。これは一例であり、我々の周辺に

2024年（令和6年）2月13日

第二部では、恒例の「賀詞交歓会」が開催された。
FIA加盟企業を核としたポストコロナ禍のフィットネス業界の商機のきっかけは、我々の周りにある。

大切な年の始まりに、業界関係企業間の交流の活性化を図ることで、
有意義な情報の交流を再開させ、業界全体の成長を促す貴重な機会となった。

第二部

会場は立錐の余地もないほど。FIA正会員、賛助
会員、加盟企業の各関係者約200名が参集し、
フィットネス談議に大いに花を咲かせた
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極的にご参加いただき、定期的な測定

会実施を、ぜひよろしくお願いいたし

ます。私は、人が生きていく上で必要

な衣食住の次に大事なものは運動、す

なわち体を動かすことだと思っており

ます。このことが人々の運動習慣の向

上はもとより、フィットネスクラブの

さらなる活性化につながるものだと確

信しております。

　FIAは人々の健康の維持向上のため

の中心的な業界団体として、スポーツ

健康産業推進議員連盟をはじめとする

国、自治体、企業との連携をますます

強化して新しい年も取り組んでまいり

ます。

　今年こそ、フィットネス参加率がコ

ロナ前を大きく上回ることを 切に願

いまして、私からの新年のご挨拶とさ

せていただきます。本年もどうぞよろ

しくお願い申し上げます。

祝辞

 

　皆さん、こんばんは。今日お伺いし

て、本当に大勢の皆さんになったな、

と実感いたしました。最初コロナが始

まった頃は、ジムは諸悪の根源のよう

主催者挨拶

 

　日本フィットネス産業協会の花房で

ございます。新年のご挨拶の前に、元

日に起きました令和6年能登半島地震

で被災された皆様、被害を受けたフィ

ットネスクラブの皆様に、心からお見

舞いを申し上げますとともに、一日も

早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

　コロナウイルス感染症が５類に引き

下げられて、初めての新春を迎えまし

た。コロナ禍の3年間、 加盟フィット

ネスクラブの皆様には厳しい経営環境

の中、FIAの感染防止ガイドラインに

従った施設運営にご協力いただきまし

て、あらためて御礼申し上げます。

　日本に暮らす人々の運動習慣は、コ

ロナ前にはまだまだ戻っていません。

我々フィットネスクラブは人々の健康

増進のためにコロナ前以上に運動の習

慣化を推し進めたいと考えております。

昨年の11月、厚生労働省の専門部会

が健康づくりのために推奨される身体

活動の目安となるガイド案を10年ぶ

りに改訂いたしました。成人では、1

日60分以上の歩行と、 週2～3回の筋

トレを健康づくりのために国は推奨し

ております。

　我々FIAとしても運動の参加率向上

のために昨年の夏より、「全国カラダ

年齢測定フィットネス体力テスト」を

加盟フィットネスクラブで実施をして

おります。

　この体力テストは、スポーツ庁の新

体力テストの6項目を測定いただき、

すぐに自分の「カラダ年齢」が分かる

というもの。自分のカラダ年齢を知る

ことによって、運動習慣から遠ざかっ

てしまった方には運動の大切さを分か

っていただく、一方、運動を継続して

いらっしゃる方にはそのまま継続する

ことの大切さを分かっていただく。そ

ういった機会にしていきたいと考えて

おります。既に4,000人を超える方に

この体力テストを受けていただいてお

りますが、参加された皆様からは、

「トレーニングのモチベーションが上

がった」「測定に参加して満足してい

る」「半年以内に再度測定を希望す

る」といった満足する声をほとんどの

方からいただいております。

　さらに、この活動に対しては、国、

自治体、健康経営を進める企業等から

も注目をいただいており、特に東京都

からは、東京都が主催するスポーツ啓

発イベントの会場に測定コーナーを設

けていただいております。また、全国

で2,800万人の被保険者のいる健康保

険組合連合会からも年1回の 健康診断

のように年1回の体力テストを行うこ

とは非常に有意義ではないかというこ

とで、フィットネス体力テストとの連

携の検討が始まっております。

　が、しかし、FIA内部の受け入れ体

制は、まだまだ圧倒的に足りておりま

せん。ぜひとも、加盟クラブの皆さん

の中で、まだフィットネス体力テスト

に参加されていないクラブの方は、積

2024年（令和6年）2月13日

一般社団法人 日本フィットネス産業協会 会長

花房 秀治

スポーツ健康産業推進議員連盟会長、
日本スポーツ協会会長、衆議院議員

遠藤 利明 様
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運動を促進するという取り組みは大き

な柱として位置づけてございます。

　さらに、そうした中で、花房会長か

らフィットネス体力テストの意義、あ

るいは効果についてお話がありました

けれども、経済産業省としても健康経

営の中にこのフィットネス体力テスト

を位置付けていけないかということで

取り組んでいるところです。

　経済産業省では、健康経営を推し進

めていく中で、民間事業者の創意工夫

を活かした認定制度の運営を行う観点

から、民間の運営主体に対して補助金

を交付する形に変更いたしました。そ

して、健康経営に関するあらゆる情報

を幅広く発信していくため、現在の補

助事業者である日本経済新聞社は、健

康経営優良法人認定事務局ポータルサ

イト「ACTION！健康経営」を立ち上

げ、その運営を行っています。そのサ

イト内でも、このフィットネス体力テ

ストをご紹介できないかと調整してお

ります。そうした広報に努めれば、よ

りこのテストに取り組んでもらえる企

業が増えていくのではないかと思い、

我々としても後押しさせていただけれ

ばと考えております。

　また、ヘルスケア政策の中で、

PHR（Personal Health Record）を活

用した新たなサービス方式というもの

も、様々な事業者の方々とも連携しな

がらつくっていければと思っておりま

す。本事業の実証を通じて、将来的に

様々なPHRサービスにより、健康意

識が高くない層も日常生活を営む中で、

行動変容が促進されると同時に、健康

に資する行動が可視化されることで、

さらなる健康増進につながる行動を取

ることができる社会の実現をゴールと

考えています。我々としても実証事業

に言われて、その後の４年間大変ご苦

労されました。我々も若干、お手伝い

させていただきましたが、なによりも

皆さん方のご努力には心より敬服して

おります。東京オリンピック・パラリ

ンピックのレガシーには、「健康長寿

社会の実現」が謳われていますが、そ

うした役割をまさに皆さんが担ってい

ただいた、と。そして、皆さんのご努

力によって最近は、ようやくコロナの

前に戻ってきたのかなという気がして

おります。

　日本は世界で最高の長寿社会。最近

よく考えることは、どうして65歳で

前期高齢者になるのか、と。65歳が

高齢者なのは、平均寿命が67歳ぐら

いのときのことです。今、平均寿命は

80歳を超えるぐらいになっています

から、本来は前期高齢者が75歳～で、

後期高齢者は80歳～でいいのかなと

いう気がします。日本人のこうした健

康長寿社会の実現は、食事をはじめと

する様々な取り組みの賜物ですが、や

はり運動をして健康を保っていく。そ

うした力がやはり大きいのであろうと

思っております。

　私は今、日本スポーツ協会の会長を

させていただいておりますが、スポー

ツの持つ力のベースは、こうした皆さ

ん方のフィットネスにあるわけであり

ますから、皆さんの役割は大変大きい

なと思っております。 

　経済産業省、あるいはスポーツ庁等

も力を合わせて日本の健康社会をつく

っていく。その大きな役割を担ってい

ただくのは皆さんでありますから、

我々、議員連盟もそうした皆さんのご

努力を報いるよう、また国の仕組みの

中で一生懸命取り組んでまいりますの

で、皆さんのますますのご活躍をご祈

念申し上げ、そしてフィットネス業界

の皆さん方のご発展をお祈り申し上げ

まして、お祝いのご挨拶とさせていた

だきます。どうもおめでとうございま

した。

  

　皆様、こんばんは。経済産業省でヘ

ルスケア産業課長をしております、橋

本と申します。本日、このような場で、

お話しさせていただく機会をいただき

まして、誠にありがとうございます。

　まず初めに能登半島地震でお亡くな

りになられた方々のご冥福をお祈りす

るとともに、被災された方々に心から

お見舞い申し上げたいと思います。経

済産業省としても、一刻も早いエネル

ギーの復旧、支援物資の供給、また中

小企業への資金繰り支援などに、人命

最優先という原則のもとで取り組んで

まいります。

　運動という話、花房会長、遠藤議員

からもありましたが、我々がヘルスケ

ア政策を進めていく中で、まさにこの

運動の重要性というのは極めて大きい

と考えております。様々な政策を進め

ておりますが、先ほど来、お話の出て

おります健康経営において企業が従業

員の健康増進を図る、中でも従業員の

2024年（令和6年）2月13日

経済産業省 ヘルスケア産業課課長

橋本 泰輔 様
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　また、最後には吉田専務理事からこ

の事業にかける思い、事業を通して日

本が抱えている社会課題を解決してい

くんだという非常に強い決意、また熱

意というものを感じ、感銘を受けたと

ころでございます。 

　スポーツ庁といたしましては、引き

続き、貴協会と連携し、ご協力をいた

だきながら、スポーツの施策に取り組

んでまいりたいと思っております。貴

協会は様々なノウハウや事例をお持ち

ですので、ぜひご教示いただき、我々

の今後の事業展開にも生かしていきた

いと考えております。 

　最後となりますが、引き続き、スポ

ーツ庁の施策にご協力を賜りますとと

もに、ここにお集まりの皆様方のご健

勝、日本フィットネス産業協会のます

ますの発展をご祈念いたしまして、私

の挨拶とさせていただきます。本日は、

どうもありがとうございました。

の中では一定の予算をつけたいと思い

ますし、また、データの標準化やサー

ビスの品質確保も、運営事業者の方々

とも連携しながら進めていければと考

えております。

　最後になりましたけれども、皆様の

ますますのご多幸とご健勝、日本フィ

ットネス産業協会、また日本経済の発

展を祈念させていただきまして、私の

挨拶とさせていただきます。どうもあ

りがとうございました。

　皆さん、こんばんは。 スポーツ庁

健康スポーツ課の和田と申します。本

日は、このような場にお招きいただき

ましてありがとうございます。まず初

めに、本年1月1日に発生いたしまし

た令和6年能登半島地震においてお亡

くなりになりました方々に、慎んでお

悔やみを申し上げますとともに、被災

された皆様に心からお見舞い申し上げ

ます。

　また平素は、花房会長はじめ日本フ

ィットネス産業協会様におかれまして

は、私共スポーツ庁の施策の推進に格

段のご理解、ご協力、ご支援を承って

いるところでございます。この場をお

借りいたしまして、あらためましてお

礼申し上げたいと思います。 

　私どものスポーツ庁では、Sport in 

Life（生活の中にスポーツを）の実現

を目指し、自治体・スポーツ団体・経

済団体・企業等を幅広く募り、コンソ

ーシアムを組織し、様々な取り組みを

展開をさせていただいているところで

ございます。

　先ほど、私も第1部の説明会に参加

をさせていただき、具体的にフィット

ネス体力テストの現在の実施状況や、

4社の方からの発表を聞かせていただ

きました。4社とも非常に熱意を持っ

て取り組まれているということ、そし

て様々な創意工夫をしながら取り組ま

れていることを感じました。こういっ

た4社の取り組みが業界全体にもどん

どん広がっていけばいいではないかと

思いながらお話を聞かせていただきま

した。と同時に、まさに現場があって

の、私どもスポーツ庁の仕事だなとい

うことを実感した次第でございます。

2024年（令和6年）2月13日

スポーツ庁健康スポーツ課課長

和田 訓 様
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会員掲示板

2024年（令和6年）2月13日

　弊社は「CREPiCO（クレピコ）」ブランドで決済端末や、決済
処理センターの運営などキャッシュレスにかかわるサービスをご
提供させていただいております。
　特にサービスラインナップの一つである、ペイジー口座振替端
末受付サービスは口座振替受付時における業務負荷を大幅に軽
減するもので、フィットネス業界様に広くご愛用いただいておりま
す。
　この度、2023年11月より、新しいモバイル型のCREPiCO決
裁端末、AT-M100をリリースいたしましたので、ご紹介をさせて
いただきます。前機種であるAT-2300と同様に口座振替受付業
務に対応しており、キャッシュカードをスワイプするだけでお客様
の金融機関との通信を行い、口座振替の受付をその場で完了い
たします。紙の依頼書と異なり、印鑑も依頼書の送付コストも必
要がなくなります。入会にかかわる手続きの簡略化に貢献いたし
ます。その他支払いのクレジットカードの登録や、クレジットカー
ド決済、電子マネー決済、QRコード決済等の都度払いの決裁業
務にも対応しています。
　前機種と比較すると操作のしやすさ、充電もち、伝票もちの3
点が大幅にパワーアップしております。より使いやすくなった
CREPiCO決済端末で、貴社のキャッシュレス業務のサポートい
たします。サービスご導入や、お買い換え、貴社システムとの接続
等、ご相談がありましたらお気軽にご相談ください。

ペイジー口座振替受付端末
新機種をリリースしました

AT-M100の特長

▶あらゆる金種に対応したオールインワン端末
▶大きな操作画面と音声案内で快適な操作感
▶LTE回線搭載によりどこでも決済可能
▶大容量の伝票ロール紙を搭載

F I A からのお知らせ

◆お問い合わせ等は、お気軽に下記までご連絡ください。
　セイコーソリューションズ株式会社　担当：坂東 廣太郎
　kotaro.bandoh@seiko-sol.co.jp
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レポート

　全国カラダ年齢測定フィットネス体力テスト事業に関し
ましては、先日実施させていただきました本事業説明会を
受けて、新たに本事業の活用の検討を始められた会員企
業様からのお問い合わせも増えてきました。
　今回のレポートでは、その中でも特にB２E、つまり社内
での落とし込みについての事例を2例ご紹介いたします。
新しい事業の取り組みについては、どのようなケースであ
っても、各店舗も含めた社内全体での事業内容はもちろん
のこと、その意義やビジネスメリットが共有されることで動
き出し、そして利益につながっていくと考えます。

社員総会での体験型研修会の実施
【背景】
●カラダ年齢測定（体力測定）の認知希薄（特に若手社員）
●この状態で参加者へ実施を促すことは集客はじめ運用に懸

念が考えられる
●プレ体験会を設定することで測定することの意味を現場に

知っていただくことが必要
【目的】
●社員（キャスト力）を活かした販促が当社の強み
●自らが体力測定を体験
　ゲストに対し測定する意義を語れるようにすることが目的

【実施事例】
●フィットネス社員総会の後半に測定会を実施（約２時間半）
●各店グループに分かれ、測定担当者と測定者に役割を設

定
【参加者】
　対象：約140名のフィットネス社員

【結論】

　社員総会での体験型研修会の実施にあたり、まず弊社社
員の背景として、「カラダ年齢測定会」の認知 そのものが社内
でも非常に希薄であったこと。また、どのようにしてお客様にそ
の測定を伝えていけばいいか、ということが大きな課題として背
景にありました。
　そこで、まず会社でのベースをつくるために、我々社員がこの
測定の意義をしっかり伝えていくことが何よりも大事だと考えま
した。メガロスはなによりも“人”を強みとしています。すなわち、キ
ャストがしっかりと自分自身の言葉でこの測定会の意義を語れ
ること。
　これを我々本部は総会における最大の目的として行いました。

6

1

店舗（社員）	 オペレーションのイメージ化。経験値向上

本社	 全店可動の体制づくり。実施意図の浸透

事例

野村不動産ライフ＆スポーツ(株)の事例

2024年（令和6年）2月13日
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6

【健康経営の取り組みとしての推進】
取り組みに伴う法的な課題、経理的な課題、労務環境的な課題の整理を行い、1月中旬に社内発信を実施。

　ルネサンスでは健康経営宣言をホームページ上に公開し、
従業員の健康への取り組みを推し進めています。その中で、1
月の中旬、全社員に向けて、この「カラダ年齢測定」を促進して
いくというメッセージを出し、それを健康経営の取り組みの中の
一つと位置づけることが、まず重要だと考えました。

　健康経営全体の中で、こういった取り組みもしていくという繋
がりを大事にしながら発信しました。

※詳細は、今号の巻頭トピックスで詳細に紹介させていただい
ておりますので、ご一読ください。

2事例 (株)ルネサンス
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　第14回フィットネスクラブ・マネジメント技能検定試験
（1級学科、2級学科・実技、3級学科実技試験）を2023
年11月23日、全国全会場で計画通り実施しました。各級
技能検定の受検者数、合格者数、合格率は表の通りです。
なお、今回の受検結果の特徴としては、専門学校生の合
格率が約10％上昇し、大学生と差がなくなったことが挙
げられます。
　第15回フィットネスクラブ・マネジメント技能検定試験
（1級実技試験）を2月18日、　東京会場、大阪会場で
計画通り実施します。受検申請数は1級実技の再受検者
含め東京11 名、大阪12名の計 23名です。

1 ニューストピックス

F C M 検 定 コ ー ナ ー

級

1級

2級

3級

合計

申請者数

49

244

1,508

1,801

受検者数

46

239

1,393

1,678

合格者数

13

108

874

982

合格率

26.5%

44.3％

58.0%

54.5%

前年

27.8%

39.8％

49.4%

46.8%

区分

一般

大学

専門学

人数

162

63

649

合格率

84.8%

54.3%

54.0%

3級合格率区分別内訳

2 FCMライセンス取得者にインタビュー

福井 小夏さん
東海学園大学4年

（現役学生で初の2級技能士）

　子どもの頃から近隣のスポ
ーツクラブでスイミングを習い、
大学時代はフィットネスクラブ
でコーチ、フロントとアルバイ
トを経験しました。スポーツク
ラブは身近な存在であり、将
来はクラブ運営管理に従事し
たいと考え、大学ではスポー
ツ健康科健康トレーナーコー
スを専攻し、授業でFCM（フ
ィットネスクラブ・マネジメン
ト技能検定）を知りました。
　この学びは自身の将来にき
っと役立つと感じ、1年生で3
級を受検しました。結果は学
科試験のみ合格でしたが、翌
年実技試験にも合格。3級の
学習内容は、フィットネスクラ
ブのアルバイトで経験する業
務に役立つことを実感しまし
た。
　アルバイトの実務経験が2
級受検資格要件を満たしたた
め、2級受検を決め3ヶ月間集

中してテキスト及び過去問題
集を使用して勉強しました。2
級の学習内容は3級と違い、
アルバイトでは経験できない
レベルの内容でしたが、将来
の仕事に幅広く役立つ内容で
あるとの実感や先生方の支援
が学習継続のモチベーション
になりました。そして、4年生の
12月に2級技能士に合格する
ことができました。
　就職活動は4年春の時期が
中心のため、2級技能士をアピ
ールすることはできなかったの
ですが、未だコロナの影響で
求人の少ない業界の中で、子
どもの体操スクール等を全国
規模で事業展開している企業
に就職が決まり、今春から関
東の店舗に配属が決まってい
ます。初めて親元を離れますが、
学びと経験に自信を持ち、新
天地で活躍したいと思ってい
ます。
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F C M 検 定 コ ー ナ ー

3 FCM事例紹介

　今回は、各級技能検定試験における「正答率ワースト問題」を紹介します。各表の内容を参考に苦手
を克服し、合格を目指しましょう！

＊問題及び正答については、FCMのホームページにて確認いただけます。https://fcm-test.jp/past-test/

＊	 問題及び正答については、FCMのホームページにて確認いただけます。https://fcm-test.jp/past-test/
＊	 3級実技の計算問題は従来と同等レベルの難易度だが、専門学校生正答率が30％から65％良化している。
	 従来、文章に含まれる数値を読解し計算することが苦手だったが、FCM学習で向上していることがわかる。

問題No

問29

問9

問25

正答率

6.5%

17.4%

17.4%

科目

4.店舗ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（1）戦略･組織

1.健康づくり（4）高齢者の健康づくり

4.店舗ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（5）売上･損益管理

内容

フィットネスクラブの戦略・戦術に関する正誤数問題

認知症に関する正誤数問題

会社経営、クラブ運営に関する不適切四肢一択

NO

問37

問43

正答率

12.9%

22.8%

内容

省エネ対策に関する正誤数問題

リスク管理に関する正誤数問題

NO

問7

正答率

31.2%

内容

商圏内会員分析計算問題

正答率ワースト問題（1級学科）

正答率ワースト問題（2級学科）

正答率ワースト問題（2級学科）

NO

問55

問46

問45

正答率

9.8%

11.4%

14.7%

内容

フィットネス産業の特徴不適切正誤数問題

トレーニングジム運営管理不適切四肢一択問題

ジムエリア不適切正誤数問題

正答率ワースト問題（3級学科）

NO

問3

正答率

65.5%

内容

会員動向計算問題

正答率ワースト問題（3級学科）
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正会員加盟企業 Regular member

2024年（令和6年）2月13日

新規加盟企業紹介

【会社概要】
会社名 	●	 株式会社FCEプロセス&テクノロジー
所在地 	●	 東京都新宿区西新宿2丁目4番1号
		  新宿NSビル10階
代表 	 ●	 代表取締役　永田 純一郎

「業務プロセスを新たなテクノロジーによって『構造的』に革新し、
人の『価値ある時間』を創り出す」という理念のもとRPAロボパッ
トDXを通して、企業の業務改善の機会をご提供します。
https://fce-pat.co.jp/

賛助会員加盟企業    Associate member

 株式会社スポーツ企画JIN
京都スポーツクラブイリアス

（京都府）

株式会社FCEプロセス＆テクノロジー

▶▶▶企業PR
　弊社は、RPAロボパットDXのメーカーをしております。RPAとは、
PCを使って行う操作を自動化できるツールです。プログラミング知
識が無くても、自分自身で業務を自動化していける直感的な操作
性が特徴です。
　RPAロボパットDXは、1100社（2023年3月時点）を超える企
業様にご導入いただいているデスクトップ型RPAで、ビジネスパー
ソンからの評価が高かったIT製品のTop50を発表する「ITreview 
Best Software in Japan 2023」で、約7300製品の中から第１
位に選ばれるなど、多くの方にご支持いただいています。

▶▶▶主要商品・サービス
　RPAロボパットDXが多くの方々に選ばれる理由として、次の点
が高くご評価いただいています。
①プログラミングの知識を持たない事務職でも
　簡単にロボットがつくれます
②DX推進に関する手厚いサポートがすべて無料です
③フローティングライセンスで何台でも利用いただけます
④1か月単位で利用が可能です

　京都駅からすぐの場所。昨年44周年を迎えたイリアスは、令和
５年４月１日、事業譲渡によりリ・スタートしたスポーツクラブです。
　私たちの理念は「すべての人々の笑顔のために」、何ができる
か、何をすればいいかを常に考え形にすること。
　ベビーからシニアの方まで、当施設をご利用のたびに「笑顔」で
お帰りいただくことを大切にしています。
　コロナ禍の影響で健康への意識がより強まった近年、地域の
人々が集う憩いの場として、複合型スポーツクラブとしての根本的
なコンセプトを全面的に見直し、地域社会での複合型スポーツク
ラブの役割を考えていくことで、地域社会の人々に受け入れられ、
無くてはならない施設として確立させていきたいと思います。
　多くの加盟企業様に学びながら、イリアスだからこそ提供できる
サービスを常に模索することで、フィットネス業界の発展に貢献で
きれば幸いです。

株式会社スポーツ企画ＪＩＮ　京都スポーツクラブイリアス
代表取締役社長　升田　哲雄

す
べ
て
の
人
々
の

「
笑
顔
」の
た
め
に

業
界
の
常
識
に

と
ら
わ
れ
ず

常
に「
進
化
」を
目
指
す

【会社概要】
〒601-8005　
京都府京都市南区東九条西岩本町10-2
TEL	 ●	 075-661-6003
FAX	●	 075-661-6170
京都スポーツクラブ　イリアス

【施設内容】
ジム・スタジオ・プール・サウナ・屋外風呂
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申請のあった賛助会員入会３件につき審議の結果いずれも承認された。
 １．入会 
賛助会員
１．	 会社名	 株式会社 FCEプロセス＆テクノロジー　
	 所在地	 東京都新宿区
	 資本金	 3,000万円
	 営業内容	 RPAソフトウェアの開発・提供、DXコンサルティング

２．	 会社名	 水素システムジャパン 株式会社　
	 所在地	 横浜市都筑区
	 資本金	 1,000万円
	 営業内容	 水素ガス発生装置・吸引システムの製造販売
　　　　　　　　　　
３．	 会社名	 株式会社 ユニマットライフ　
	 所在地	 東京都港区
	 資本金	 １億円
	 営業内容	 ・施設メンテナンス事業・コーヒー等飲料類販売、
　　　　　　　　　　　　・ユニフォーム・マット等レンタル　など

以下の後援名義使用について審議の結果承認された。
１． ダイエット＆ビューティーフェア2024・ウェルビューティースタイル2024
	 １．主　催	 インフォーママーケッツジャパン株式会社
	 ２．運　営	 同上
	 ３.催事名	 ダイエット＆ビューティーフェア2024
	 	 ウェルビューティースタイル2024（スパ＆ウェルネスジャパンから改称）
	 ４．期　間	 2024年9月30日（月）～10月2日（水）
	 ５．会　場	 東京ビッグサイト　西ホール
	 ６．内　容	 毎年開催のヘルス＆ビューティー分野の総合展。
	 	 ※ヘルスケア産業課後援行事。（2007年～）2009年　ＦＩＡ後援開始。
	 	 　ＦＩＡは同催事の核となる「エステティック」「スパ」両業界団体（6団体）
	 	 　並びにヘルスケア産業課と、「美・癒・健3分野情報交換会」に参加。

2024年（令和6年）2月13日

FIAは1月24日（水）第226回となる理事会を開催し理
事監事19名が出席した。第226回

FIA理事会議事録

審議・決裁事項

議事1-1　会員入会の件

議事1-2　後援名義使用許可申請
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事務局より事業分野の状況並びに今後の予定について説明を行い、必要事項は協議・承認した。
１．一般事業
（１）2024能登半島地震について　
1月3日～10日にかけて同震災の影響調査・ヒアリングを行った。
北陸４県に施設を持つ加盟企業者施設19社155施設
地域により営業再開に日時を要するものが４件確認された

（２）フィットネス体力テスト進捗状況
●体力テストlineシステム利用状況報告 ： 1月14日迄の累計約3,900人
▶利用傾向
　年末年始を挟み直近システム利用は減少したが、2月以降の活性化に向け取り組む。
▶東京都との連携
　・今年度内の東京都のイベントに於ける体力テスト実施は2月で一旦終了予定。
　 最終的にLINEアプリ活用の実施件数は約700件で着地予定。
　・来年度に向けて東京都としてはフィットネス体力テストを活用した都民の運動参加促進事業を発展的に継続すること、
　 FIAも積極的に自治体に於ける重要な事業案件として取り組むことでの合意形成を確認。
（今後に向けた課題）
①システム利用権利取得という観点での利用料の発生について
LINEアプリ利用は年会費を支払っている正会員のみが可能となっており、東京都に対しても何らかのシステム利用料金をいただくこ
とを提案。方針に関しては理解をいただいており、今後交渉を進める。
②システムの追加開発について費用按分について
来年度以降、東京都の取り組みに沿ったLINEアプリの追加開発について、原則その費用は100％東京都負担で対応の方向性の合
意のもと、FIAも相互利用が有効と判断される開発に関しては、比率協議の上で按分も想定される。

③東京都イベント参加された方のFIA加盟店舗への誘導について
今年度都のイベントの測定ブースを訪れた顧客について、FIA加盟クラブへの誘引実績が無かった結果を受け、東京都、FIA間で
課題共有を行った。
・東京都としてのイベント当日のインフォメーション、広報、販促の強化を来年度に向けて検討。
・FIAとしては、測定受け入れ店舗が約６０店舗と少なく、来年度に向けて受け入れ店舗の拡充を図る。

▶システムの追加開発内容について
65歳以上の高齢者の測定に於いて、来年度以降の測定参加促進を図るべく、現在のテスト様式（項目）に加えて、別途様式（高齢者
に寄り添った測定項目の対応）を新たに開発し、測定方法の選択肢を広げることで最終調整中。
※具体的には、スポ―ツ庁が実施している65歳以上のテスト項目をそのまま継承することで委員会の最終合意形成をまとめ、理事会
に上程する。
（急歩⇒6分間歩行／反復横跳び⇒10ｍ障害物歩行／立ち幅跳び（削除）
開眼片足立ち（追加））

▶自治体・他団体でのフィットネス体力テスト活用の広がりの可能性について
確定された本システム活用案件は現時点では東京都のみであるが、比較的確度のある取り組み見込事案が上がりはじめている。
・健康保険組合系。（健康診断と合わせた体力テストの実施）
・地方自治体（市）（市民への体力測定・健康行政に於ける運動促進への関心）
（自治体（県）の関係職員へテスト実施を核とした健康促進）など。

（３）各分野進行状況報告
１）SPORTEC　
SPORTEC2023inFukuoka　12月13日（水）・14日（木）マリンメッセ福岡。
来場者数　7,120人　　※本年12月も福岡開催が予定されている。
※今夏東京会場は7月16日（火）～１８日（水）ビッグサイト
※３月に鹿屋体育大学にてSPORTECカンファレンスを開催予定

2024年（令和6年）2月13日

第226回 FIA理事会議事録

議事２　報告・協議・承認事項
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FIAマスターズスイミング選手権大会2024春季関東大会
3月23日（土）・24日（日）、千葉県国際総合水泳場（新習志野）
募集要項：11月15日FIAホームページに公開。エントリー：日本マスターズ水泳協会エントリーシステムで受付。出場希望者によるエントリー
入力は11月15日から開始。チーム責任者によるマスターズ協会への確定入力（送付）は1月10日～2月18日の間に行うこととしており現在受
付中。

　※2025年3月の大会は8日（土）・9日（日）で確定した。

３）FIAホームページ、「ライブラリー」開設について
　FIAホームページの会員ページではFIAニュースなどの会員向け情報に加え、クラブ運営Q&A・クレーム相談・各種調査やアンケート
報告・行政からの業界向け広報など、これまで相談者などへ個別に回答した内容を含む幅広いジャンルの情報を随時閲覧できる機能を
「ライブラリー」として開設した。併せて多くのスタッフが閲覧できるよう、従業員ログイン機能を拡大した。掲載情報も順次拡大する予定。
整備した主な機能
１）業界関連情報については、フルスペックは会員専用ログイン後閲覧可。一般公開ページにリード部分のみ掲載。
２）行政広報等の公開情報は一般ページからも全部閲覧可。
３）スタッフのログイン権限エントリー128件（18日現在）

４）国民生活センター広報予定について　
　国民生活センターでは「スポーツジム等の契約トラブルにあわないために」とする消費者への注意喚起広報を行う予定。事前段階で表
現等についてFIAからも意見を提示した。全体として消費者自身も契約内容・申し込み内容を確認するよう注意喚起する論調となってい
るが、紹介されている類例については運営側である当業界も留意すべき。
※内容として、解約の手続きや制度・費用引き落としの仕組みや停止に関する理解齟齬、などが多い。
※公開後、FIAホームページ「ライブラリー」に掲載予定。
討議の結果、こうした公共リリースを好機としてFIA加盟事業者の堅実性をアピールしたく、特に退会手続きの方法・未利用や来館中断
者の確認有無や方法、等について現状をヒアリングしてまとめることとした。
　　　

２．検定事業　　　
１．2024年度事業計画案の厚生労働省宛提出が1月26日となっており、提出案を審議、了承された。（厚生労働省承認後公表）
２．本年度試験（11月）の合格者数・合格率等の概要。

2024年（令和6年）2月13日

第226回 FIA理事会議事録



20

CEO）

＞クリス・ロンドー（プラネット・フ

ィットネス元CEO）

　司会を務めたのはIHRSA会長兼

CEOのリズ・クラーク氏。市場、業

界の成長、戦略についての洞察が得ら

れ、IHRSA会員コミュニティ全体と

共有する価値があると感じています。

回復と戦略

　まず、COVID-19のパンデミックと

私たちの業界への影響について議論し

ないわけにはいきません。リズは、私

たち全員が考えていること、つまり私

たちはCOVIDにうんざりしているこ

とを率直に述べました。

　私たちは皆、COVIDを過去にとど

め、前進するために最善を尽くしてい

ますが、パンデミックの間にどのよう

なビジネスシフトが機能したかを追跡

　3月6日から8日までロサンゼルスで

開催されるIHRSA 2024に向けて準備

を進める中、私たちは IHRSA 2023 

サンディエゴで行われた素晴らしいセ

ッションを思い返します。最後の公式

行事までイベントに参加した人は、お

そらく私たちのお気に入りのセッショ

ンの１つに参加されたことでしょう。

　フィットネス業界CEOによるファ

イヤーサイド・チャット（※註）、い

わゆる、このディスカッションでは、

数多くの施設モデルで活躍するヘルス

＆フィットネス業界のリーダーたちに

スポットが当てられました。

＞ ア ン ソ ニ ー ・ ガ イ ス ラ ー

（Xponent ia l  Fi tness創設者兼

CEO）

＞ブライアン・マイヤーズ、（ソリッ

ドコアCEO）

＞マシュー・スティーブンス（ザ・ベ

イ ク ラ ブ ・ カ ン パ ニ ー 社 長 兼

することは重要です。リズは、パネリ

ストたちの危機管理チームやコミュニ

ケーションチーム、信頼構築の成功例、

その他パンデミック中およびパンデミ

ック後のビジネスを改善するための戦

略について質問しました。

　クリスは、パンデミック後にプラネ

ット・フィットネスのデジタル体験を

基本的なコミュニケーション以上のも

のにするために行った変更について話

しました。

「現在、プラネット・フィットネスは、

消費者体験を向上させ、相互の軋轢を

減らすためにデジタル手段を使用して

います。会員の75～80％は、クラブ

を見学することなくデジタルで入会し

ています。COVID以前は約30%でし

た。Xponential Fitnessの変化の多く

は、そのブランド、スタッフ、戦略に

プラスの影響を与え、現在も強く残っ

ています。COVIDの回復から生まれ

2024年（令和6年）2月13日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

フィットネス業界CEOの
ファイヤーサイド・チャットが
IHRSA2024への興奮を高める
成功したヘルス＆フィットネス業界のリーダーたちが、市場洞察、成長機会、

過去数年のビジネスを改善した戦略について語りました。今号では、そのハイライトをお届けしましょう。

IHRSA グローバルレポート

松村 剛翻訳
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た最新のセグメントの1つは、ブラン

ド・アクセスで、現在最も急成長して

いる収益源の1つです」

　アンソニーは、パートナーシップを

革新し、サンディエゴ・チャージャー

ズから企業パートナーシップの責任者

を招聘しました。Xponentialは現在、

以下の企業と提携しています。

・テリトリー・フーズ

・LGテレビ

・プリンセス・クルーズなど。

　彼は、クラブやスタジオを毎週1時

間訪れるだけの場所ではなく、ライフ

スタイル・ブランドにするよう、会場

の経営者たちに呼びかけました。

成長と
価格設定モデルのトレンド

　成長と需要のための戦略は、3年前

とは大きく異なっています。そして、

このような変化に伴い、ヘルスクラブ、

フィットネス施設、スタジオの価格設

定モデルやサービスも見直されていま

す。

　パネリストは、HV/LP、ラグジュ

アリーモデル、スタジオなど、さまざ

まな価格体系と施設規模を代表してい

ます。リズは、パネリストたちと価格

設定の傾向や消費者の状況の変化につ

いて議論しました。『ソリッドコア』

と『ザ・ベイクラブ・カンパニー』の

両社は、消費者に合わせて会員権のあ

り方を見直しました。

　ブライアンは、成長と新しいユニッ

トが重要である一方で、既存のユニッ

トへの投資こそが[solidcore]の付加価

値であると語りました。現在の施設が

強固であればあるほど、それをベース

にさらに発展させることができるので

す。

「2021年の秋、私たちは会社をピボ

ット（※方向転換）し始めました。

COVID以前は、30％が会員からの収

入で、70％が "Pay as you go "（※

従量課金）パッケージからの収入でし

た。私たちは基本的にそれをひっくり

返しました。私たちは皆、人材主導の

ビジネスを経営しています」とブライ

アンは話します。

　逆に、ベイクラブ・カンパニーは成

長を統合と定義しています。

　マシューは、「既存の施設に再投資

し、ゴルフクラブ、カントリークラブ、

ホテルなど、地理的なゾーンの資産を

買収することに成功した」と話しまし

た。

人材のシフト

　2023年1月、IHRSA2023の直前、

CNBCは430万人が仕事を辞めたと報

じました。大辞職は、レジャーとホス

ピタリティ、専門職とビジネスサービ

ス、ヘルスケアなど、多くの業界に影

響を与えました。

　マシューは、「例えば消費者向け小

売業など、他業界における解雇のシフ

トが、健康・フィットネス業界に新規

雇用の機会と新たな視点をもたらし

た」と話しました。彼は、この業界に

は質の高い仕事があると信じています。

ザ・ベイクラブ・カンパニーについて

は、「現在3,000人の従業員がいます

が、来年末には4,000人になるでしょ

う」と述べています。

　ファイヤーサイド・チャットに参加

したリーダーたちは、スタッフを定着

させるために次のようなことを勧めま

した：

＞採用時にユニークな経歴を受け入れ

ること

＞利益分配

＞リトリートとトレーニング

 （＊リトリート：少しの間環境を変

えて仕事のストレスや人間関係の疲

れを癒す過ごし方）

＞給与の競争力を維持すること

　ソリッドコアの報酬面で役に立った

のは、フルタイムチームに利益分配を

導入したことです。そのおかげで、会

社は年末に全員のボーナスの倍以上を

支払うことができました。

2024年（令和6年）2月13日
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　ソリッドコアはまた、2022年にリ

トリートを開催しました。「この3日

間のリトリートでは、開発、マイルス

トーン、チームの絆について話し合わ

れ、一人ひとりを知るための素晴らし

い取り組みとなった」と言います。

　発表者たちは皆、ヘルス＆フィット

ネス業界は高いエネルギー、精神的な

健康、そして生活を向上させる企業で

の情熱的な仕事を提供していることに

同意しました。私たちが総合的なウェ

ルネスを向上させるために提供してい

るものが、これまで以上に評価されて

いるのです。

　消費者も乗り気です。リズは、

IHRSA2023で行われたロバート・サ

リス医学博士のプレゼンテーションを

引用し、「もはやお尻やパンに関する

ことではなく、心臓と肺の問題なので

す」と述べました。

会員に関する最新情報

　パンデミック後、健康とフィットネ

スの消費者は変化しました。テクノロ

ジーはアクティブなライフスタイルを

後押して、若い世代はフィットネスソ

フトウェアを手首に装着したり、仲間

と一緒に楽しめるゲーミフィケーショ

ンを楽しみながら成長しているのです。

　アンソニーは、COVID19後のウェ

ルネスに対する認識の根本的な変化に

ついて語りました。それは各個人によ

って異なるかもしれませんが、彼は

「永続的な教育がある」と語りました。

「この業界は復活したのです」と。

　会員の属性と会員構成は進化を続け

ています。2020年、ザ・ベイクラ

ブ・カンパニーは、消費者が家族会員

を定義する新しい会員制度を導入しま

した。会員資格に肉親を含めることを

義務付ける代わりに、クラブは主会員

が会員資格を持つ人を選べるようにし

ています。

　ザ・ベイクラブ・カンパニーの会員

減少率は減少を続けており、これは主

会員である消費者が、子どもたちが夏

休みに帰省したり、祖父母が来日した

りする時期など、年間を通してライフ

スタイルに合わせて会員資格を調整し

やすくなったためなのです。

　プラネット・フィットネスに関して

は、多様化が進んでいます。

「今日の "ジャッジメント・フリー・

ゾーン "は、より包括性と多様性を意

味します」とクリスは言います。彼は

また、「パズルの重要なピースとして、

特に新規会員のモチベーションを理解

し、達成可能なエクササイズの知識と

利点を身につけさせることだ」と語り

ました。

ヘルス＆フィットネスに
待ち受けるもの

　このセッションで確認された最大の

教訓は、より多くのことを一緒に達成

するというコンセプト、つまり、アド

ボカシー（＊擁護もしくは支援）とい

えるでしょう。

　ブライアンは、「この業界のアドボ

カシーにとって最大のリスクは、人間

の記憶の短さだ」と語りました。

「危機のときこそ、私たちはひとつに

なれるのです。もし私たちが、離れて

いるよりも一緒にいる方が強いという

ことを、お互いに絶えず思い起こさせ

る方法を見つけ出すことができなけれ

ば、私たちが知っているように、この

業界を進歩させることはできないでし

ょう」と警告しました。

　私たちがフィットネス施設を成長さ

せ、促進し、保護するために前進して

いく中で、この業界で互いに学び続け

るために必要なメッセージを、この言

葉に託しましょう。アドボカシー活動

に参加し、業界のベテランやビジネス

エキスパートから多くを学び、貴重な

人脈を作るのです。

　ぜひともIHRSA 2024にご参加くだ

さい！

2024年（令和6年）2月13日

※註	 ファイヤーサイド・チャット
	   	 暖炉を囲んで話すような、落ち着いた雰囲気で
		  の会話を意味します。
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テ
ニ
ス
風
新
球
技

じ
わ
り
普
及

「
パ
デ
ル
」
や
「
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー

ル
」
と
い
っ
た
テ
ニ
ス
に
似
た
ラ

ケ
ッ
ト
球
技
の
愛
好
者
が
日
本
で

も
増
え
て
い
る
。
ラ
ケ
ッ
ト
が
短

く
て
初
心
者
で
も
ボ
ー
ル
を
狙
っ

た
方
向
に
返
し
や
す
い
。
動
く
範

囲
が
テ
ニ
ス
ほ
ど
広
く
な
く
、
老

若
男
女
が
楽
し
め
る
。
米
起
業
家

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
ら
著
名
人

も
関
心
を
示
し
て
お
り
、
日
本
で

も
急
速
に
広
が
る
可
能
性
が
あ

る
。

「
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

は
未
経
験
だ
っ
た
け
ど
楽
し
め

た
」
。
パ
デ
ル
の
体
験
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
た
30
代
の
男
性
は
満
足
げ

に
語
る
。

　

パ
デ
ル
は
四
方
を
強
化
ガ
ラ
ス

と
金
網
で
覆
わ
れ
た
コ
ー
ト
の
中

で
、
硬
式
テ
ニ
ス
に
似
た
ボ
ー
ル

を
2
対
2
で
打
ち
合
う
。
ラ
ケ
ッ

ト
は
板
状
で
短
い
た
め
、
手
の
ひ

ら
で
打
つ
よ
う
な
感
覚
と
な
り
、

初
心
者
で
も
ボ
ー
ル
を
狙
っ
た
方

向
に
飛
ば
し
や
す
い
。
ラ
ケ
ッ
ト

の
価
格
は
１
万
～
２
万
円
程
度

だ
。

　

サ
ー
ブ
は
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
さ
せ

た
ボ
ー
ル
を
腰
よ
り
下
か
ら
打
つ

の
で
相
手
コ
ー
ト
に
入
り
や
す

く
、
９
割
以
上
の
人
が
体
験
し
て

1
時
間
で
試
合
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
。
壁
に
跳
ね
返
っ
て

減
速
し
た
ボ
ー
ル
を
返
球
し
て
も

い
い
の
で
、
好
シ
ョ
ッ
ト
一
発
で

は
決
ま
り
に
く
い
。
日
本
パ
デ
ル

協
会
の
玉
井
勝
善
副
会
長
は
「
中

途
半
端
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
相
手
の

チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
に
な
り
か
ね
な

い
」
と
話
し
、
テ
ニ
ス
以
上
に
シ

ョ
ッ
ト
の
ス
ピ
ー
ド
頼
み
で
な
い

多
様
な
戦
術
が
重
要
と
強
調
す

る
。

　

パ
デ
ル
の
コ
ー
ト
は
テ
ニ
ス
よ

り
も
小
さ
い
上
に
、
強
化
ガ
ラ
ス

と
金
網
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、

隣
の
コ
ー
ト
と
間
隔
を
空
け
る
必

要
が
な
い
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
1
面

の
敷
地
に
最
大
３
面
の
パ
デ
ル
コ

ー
ト
を
設
置
で
き
る
た
め
、
収
益

性
が
高
い
。
駐
車
場
よ
り
も
面
積

当
た
り
の
売
り
上
げ
が
多
い
と
の

試
算
も
あ
り
、
駐
車
場
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
パ
デ
ル
コ
ー
ト
に
改
修

す
る
例
が
増
え
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
２
０
１
５
年
ご
ろ
に
コ
ー
ト
数

が
50
程
度
だ
っ
た
の
が
、
10
年
弱

で
５
０
０
０
以
上
と
な
っ
た
。
ス

ペ
イ
ン
で
は
サ
ッ
カ
ー
に
並
ぶ
国

民
ス
ポ
ー
ツ
と
な
る
な
ど
、
愛
好

者
が
急
増
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
メ

ッ
シ
選
手
な
ど
多
く
の
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
選
手
が
楽
し
ん
で
い
る
。
日

本
の
コ
ー
ト
数
は
現
在
50
弱
だ

が
、
新
設
計
画
が
相
次
い
で
お

り
、
玉
井
氏
は
「
30
年
ま
で
に
は

１
０
０
０
コ
ー
ト
を
突
破
す
る
可

能
性
も
あ
る
」
と
話
す
。

　

専
用
コ
ー
ト
が
な
く
て
も
体
育

館
な
ど
で
楽
し
め
る
の
が
ピ
ッ
ク

ル
ボ
ー
ル
だ
。
卓
球
よ
り
も
少
し

大
き
な
ラ
ケ
ッ
ト
で
、
穴
が
空
い

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ボ
ー
ル
を
打

ち
合
う
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
同
じ

広
さ
の
コ
ー
ト
で
、
床
の
ラ
イ
ン

や
ネ
ッ
ト
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
も

の
を
転
用
で
き
る
。

　

サ
ー
ブ
の
リ
タ
ー
ン
だ
け
で
な

く
、
そ
の
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
す
時

も
一
度
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
。
ネ
ッ
ト
か
ら
約
２
メ
ー

ト
ル
以
内
の
至
近
距
離
で
は
ボ
レ

ー
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ラ
リ
ー

が
つ
な
が
り
や
す
い
。
相
手
に
力

強
く
打
た
れ
た
場
合
も
、
ボ
ー
ル

が
減
速
す
る
た
め
返
せ
る
こ
と
も

多
く
、
白
熱
し
た
展
開
を
楽
し
め

る
。

　

米
国
で
は
屋
外
に
多
く
の
専
用

コ
ー
ト
が
あ
り
、
米
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
の
創
業
者
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏

が
愛
好
者
を
自
認
す
る
ほ
か
、
マ

ス
ク
氏
も
X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

で
「
テ
ニ
ス
よ
り
手
軽
に
で
き

る
」
と
投
稿
し
た
。
日
本
で
は
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
会
長
ら

が
体
験
し
て
い
る
。
テ
ニ
ス
で
広

い
コ
ー
ト
を
走
り
回
る
の
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
シ
ニ
ア
層
で
も
楽

し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
体
育
館
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
コ
ー
ト
を
使
っ
て
楽
し
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
公
式
ラ
ケ

ッ
ト
も
1
本
７
千
円
程
度
か
ら
買

う
こ
と
が
で
き
、
日
本
ピ
ッ
ク
ル

ボ
ー
ル
協
会
の
小
川
英
一
郎
副
会

長
は
「
日
本
で
も
す
で
に
約
70
の

サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
も

増
え
て
い
る
」
と
話
す
。

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！

ピックルボールのラケットは卓球より少し大きい

クロスミントンは相手との間を仕切るネットがなく、どこでもプレーしやすい
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プ
レ
ー
す
る
場
所
を
選
ば
な
い

の
が
、
テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
融
合
さ
せ
た
ク
ロ
ス
ミ
ン
ト
ン

だ
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル

を
小
型
化
し
た
よ
う
な
「
ス
ピ
ー

ダ
ー
」
を
、
５
・
５
メ
ー
ト
ル
四

方
の
自
分
の
エ
リ
ア
の
地
面
に
つ

け
な
い
よ
う
、
テ
ニ
ス
に
近
い
距

離
感
で
打
ち
合
う
。
ラ
ケ
ッ
ト
は

２
本
セ
ッ
ト
で
５
０
０
０
円
程
度

の
も
の
も
あ
り
手
軽
に
始
め
ら
れ

る
。

　

お
互
い
の
エ
リ
ア
は
約
13
メ
ー

ト
ル
離
れ
て
い
る
。
相
手
と
の
間

を
仕
切
る
ネ
ッ
ト
が
な
く
、
ラ
ケ

ッ
ト
と
ス
ピ
ー
ダ
ー
、
エ
リ
ア
の

目
印
を
つ
け
る
マ
ー
カ
ー
だ
け
用

意
す
れ
ば
、
本
格
的
な
試
合
が
で

き
る
。
重
い
ス
ピ
ー
ダ
ー
を
使
え

ば
、
風
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、

屋
外
で
も
プ
レ
ー
で
き
る
。

　

大
会
は
60
歳
以
上
ま
で
年
代
別

に
分
か
れ
て
お
り
、
中
高
年
で
も

始
め
や
す
い
。
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
比
べ
れ
ば
競
技
人
口
も
少
な

く
、
日
本
ク
ロ
ス
ミ
ン
ト
ン
協
会

の
笠
原
標
理
事
長
は
「
ラ
ケ
ッ
ト

競
技
未
経
験
で
、
始
め
て
１
、
２

年
で
世
界
選
手
権
に
出
場
し
た
人

も
い
る
」
と
話
す
。

　

28
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
の

競
技
に
ス
カ
ッ
シ
ュ
が
選
ば
れ
る

な
ど
、
ラ
ケ
ッ
ト
球
技
全
体
に
追

い
風
が
吹
い
て
い
る
。
日
本
で
は

長
く
、
テ
ニ
ス
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
卓
球
と
そ
れ
以
外
の
ラ
ケ
ッ

ト
球
技
の
普
及
度
に
差
が
あ
っ

た
。
新
興
の
テ
ニ
ス
風
球
技
は
取

り
組
み
や
す
い
も
の
が
多
く
、
勢

力
図
が
変
化
す
る
か
も
し
れ
な

い
。

（
２
０
２
４
年
1
月
6
日
／
日
経
） 

１
９
６
４
年
五
輪
の

 「
呪
縛
」
は
解
け
る
か

ス
ポ
ー
ツ
界
も
脱
昭
和
へ

64
年
東
京
五
輪
が
残
し
た

「
昭
和
的
な
価
値
観
」

　

ス
ポ
ー
ツ
の
枠
を
超
え
て
日
本

の
価
値
観
や
社
会
の
あ
り
方
に
も

影
響
を
与
え
た
１
９
６
４
年
東
京

五
輪
か
ら
今
年
で
60
年
。
世
界
屈

指
の
五
輪
好
き
と
い
わ
れ
た
日
本

人
の
「
五
輪
離
れ
」
が
加
速
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
。
２
度
目
の

冬
季
五
輪
開
催
を
目
指
し
た
札
幌

市
は
市
民
と
国
民
の
支
持
が
得
ら

れ
ず
、
招
致
活
動
の
「
停
止
」
に

追
い
込
ま
れ
た
。

　

五
輪
離
れ
の
理
由
が
、
３
年
前

の
２
度
目
の
東
京
で
の
夏
季
五
輪

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
準
備

段
階
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
や
失
態
続

き
。
莫
大
な
開
催
経
費
が
批
判
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

1
年
延
期
と
な
っ
た
大
会
は
、
そ

の
開
催
の
是
非
を
巡
っ
て
社
会
を

分
断
し
た
。
大
会
後
に
は
大
会
組

織
委
員
会
を
舞
台
と
し
た
汚
職
・

談
合
事
件
が
摘
発
さ
れ
た
。
国
民

に
五
輪
へ
の
反
発
が
広
が
る
の
も

当
然
で
あ
る
。

　

筑
波
大
教
授
の
山
口
香
さ
ん

は
、
昨
年
出
版
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ

の
価
値
」
（
集
英
社
新
書
）
で

「
日
本
は
い
ま
だ
に
昭
和
的
な
価

値
観
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。

そ
の
こ
と
を
東
京
五
輪
は
あ
ぶ
り

出
し
ま
し
た
」
と
記
し
た
。
そ
の

昭
和
的
な
価
値
観
の
定
着
に
深
く

関
わ
り
、
影
響
し
た
の
が
60
年
前

の
最
初
の
東
京
五
輪
だ
っ
た
。

　

山
口
さ
ん
は
64
年
生
ま
れ
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
柔
道
を
学
び
、
84

年
世
界
選
手
権
で
日
本
女
子
で
初

め
て
世
界
一
と
な
っ
た
。
「
も
ち

ろ
ん
64
年
五
輪
の
記
憶
は
な
い
で

す
が
、
自
分
が
そ
の
影
響
を
受
け

た
価
値
観
の
中
で
柔
道
家
と
し
て

も
人
と
し
て
も
育
っ
て
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。

努
力
と
根
性
で
勝
利
、

人
々
の
心
を
つ
か
む

　

敗
戦
か
ら
19
年
後
に
自
国
で
開

催
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
、

人
々
の
心
を
つ
か
ん
だ
の
は
「
な

せ
ば
成
る!

」
の
著
書
で
知
ら
れ
る

大
松
博
文
監
督
の
厳
し
い
指
導
で

育
て
ら
れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

の
「
東
洋
の
魔
女
」
だ
っ
た
。
繊

維
会
社
の
地
方
出
身
の
女
子
工
員

に
よ
る
チ
ー
ム
。
等
身
大
の
日
本

人
が
、
努
力
と
根
性
で
苦
難
を
乗

り
越
え
て
、
体
格
に
勝
る
欧
米
選

手
に
勝
っ
て
金
メ
ダ
ル
を
手
に
す

る
姿
に
日
本
中
が
感
動
し
た
。

　

日
本
は
こ
の
大
会
で
米
国
と
ソ

連
（
当
時
）
の
２
つ
の
大
国
に
続

く
計
16
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

必
死
で
頑
張
れ
ば
誰
も
が
成
功
で

き
る
と
い
う
価
値
観
を
、
ス
ポ
ー

ツ
が
分
か
り
や
す
く
具
現
化
し
た

と
い
え
る
。

「
巨
人
の
星
」
「
柔
道
一
直
線
」

「
サ
イ
ン
は
V
」
―
―
。
60
年
代

後
半
か
ら
70
年
代
、
子
ど
も
た
ち

は
ス
ポ
ー
ツ
根
性
漫
画
や
ド
ラ
マ

に
夢
中
に
な
っ
て
育
っ
た
。
大
人

も
子
ど
も
が
そ
こ
で
登
場
す
る
ヒ

ー
ロ
ー
や
ヒ
ロ
イ
ン
の
よ
う
に
理

不
尽
な
状
況
に
耐
え
て
成
長
し
、

競
争
に
勝
っ
て
成
功
す
る
こ
と
を

望
ん
だ
。

　

64
年
東
京
五
輪
は
日
本
が
敗
戦

か
ら
立
ち
直
っ
て
国
際
社
会
に
再

び
デ
ビ
ュ
ー
す
る
舞
台
で
も
あ

り
、
そ
の
大
会
運
営
の
素
晴
ら
し

さ
も
世
界
か
ら
称
賛
さ
れ
た
。
大

会
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で
整
備
さ

れ
た
東
海
道
新
幹
線
や
首
都
高
速

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
日
本
の

経
済
成
長
を
支
え
た
。
当
時
の
記

憶
を
持
つ
世
代
に
は
、
初
め
て
の

自
国
で
の
五
輪
が
強
烈
な
「
成
功

体
験
」
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
日
本
人
の
五
輪
好
き

の
原
点
。
そ
の
意
識
は
72
年
の
札

幌
冬
季
五
輪
に
引
き
継
が
れ
て
い

っ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、

社
会
変
革
の
足
か
せ
に

　

五
輪
が
日
本
人
に
も
た
ら
し
た

価
値
観
や
自
信
は
、
国
民
が
同
じ

方
向
を
向
い
て
豊
か
さ
を
追
い
求

め
た
高
度
成
長
の
時
代
に
は
精
神

的
支
柱
に
な
っ
た
。
だ
が
バ
ブ
ル

崩
壊
で
豊
か
さ
が
頭
打
ち
と
な

り
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
て
柔
軟

な
発
想
や
生
き
方
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
な
る
と
、
む
し
ろ
そ
れ
が

社
会
の
変
革
を
阻
む
足
か
せ
と
な

っ
て
き
た
。
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実
際
、
商
業
化
が
進
ん
だ
現
代

の
五
輪
か
ら
受
け
る
印
象
は
64
年

当
時
と
は
全
く
違
う
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
五
輪
史
を
研
究
す

る
中
京
大
の
來
田
（
ら
い
た
）
享

子
教
授
は
、
3
年
前
の
五
輪
に
つ

い
て
「
新
し
い
時
代
の
扉
を
開
こ

う
と
す
る
感
性
が
欠
如
し
て
い

た
」
と
断
ず
る
。
來
田
さ
ん
は
大

会
組
織
委
員
会
の
森
喜
朗
会
長

（
当
時
）
が
女
性
蔑
視
と
受
け
取

れ
る
失
言
で
辞
任
し
た
後
、
21
年

３
月
に
組
織
委
に
理
事
と
し
て
加

わ
っ
た
。
「
21
世
紀
に
昭
和
の
高

度
成
長
の
時
代
の
幻
影
を
追
い
求

め
る
感
覚
が
随
所
に
見
ら
れ
た
」

と
振
り
返
る
。

　

64
年
五
輪
の
成
功
体
験
の
「
呪

縛
」
に
と
ら
わ
れ
た
２
度
目
の
東

京
五
輪
は
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き

ず
国
際
社
会
か
ら
立
ち
遅
れ
て
い

る
日
本
の
現
実
を
浮
き
彫
り
に
し

た
。
五
輪
離
れ
は
、
こ
の
呪
縛
か

ら
解
放
さ
れ
る
兆
し
か
も
し
れ
な

い
。

「
あ
な
た
の
こ
こ
が
凄
い
と

讃
え
合
う
価
値
観
」へ

　

３
年
前
の
五
輪
で
日
本
は
史
上

最
多
と
な
る
27
個
の
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
が
、
そ
の
数
字
を
正
確

に
覚
え
て
い
る
人
は
ど
れ
だ
け
い

る
だ
ろ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
勝

利
至
上
主
義
や
体
罰
、
暴
言
を
伴

う
指
導
な
ど
「
昭
和
的
な
価
値

観
」
が
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
J
O
C
）
な
ど
競
技
団
体
に

も
、
国
際
大
会
ご
と
に
メ
ダ
ル
目

標
を
掲
げ
る
や
り
方
を
見
直
す
動

き
が
出
て
き
た
。

　

來
田
さ
ん
は
「
五
輪
離
れ
は
今

の
若
者
の
価
値
観
を
表
し
て
い

る
」
と
言
う
。
「
誰
か
の
一
番
を

讃
（
た
た
）
え
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
あ
な
た
の
こ
こ
が
凄

（
す
ご
）
い
と
讃
え
合
う
価
値
観

を
若
者
は
求
め
て
い
る
」

　

五
輪
が
始
ま
れ
ば
メ
デ
ィ
ア
が

音
頭
を
と
っ
て
「
頑
張
れ
ニ
ッ
ポ

ン
」
の
大
合
唱
と
な
る
の
が
こ
れ

ま
で
の
日
本
。
60
年
続
い
た
呪
縛

が
本
当
に
解
け
て
、
今
夏
の
パ
リ

五
輪
で
は
違
う
光
景
が
見
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。

（
２
０
２
４
年
1
月
14
日
／
日
経
） 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
筋
ト
レ

運
動
は
種
類
よ
り

継
続
が
大
事

元
気
の
処
方
箋
（
東
京
大
学
医
学

部
付
属
病
院　

理
学
療
法
士　

山

口
正
貴
さ
ん
）

「
お
な
か
や
腕
、
脚
だ
け
細
く
し

た
い
」
な
ど
部
分
痩
せ
の
方
法
を

聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
結
論
か

ら
言
う
と
難
し
い
。
人
が
動
く
た

め
に
は
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸

（
A
T
P
）
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
が
必
要
だ
。
筋
肉
内
の
貯
蔵
分

は
数
秒
で
枯
渇
す
る
ほ
ど
少
な

く
、
他
に
A
T
P
を
生
産
す
る
仕

組
み
が
3
つ
あ
る
。

　

筋
ト
レ
や
短
距
離
走
な
ど
高
強

度
・
短
時
間
の
運
動
時
に
は
酸
素

を
利
用
し
な
い
ク
レ
ア
チ
ン
リ
ン

酸
系
や
解
糖
系
（
糖
を
分
解
し
て

A
T
P
を
生
産
）
が
主
に
働
く
。

歩
行
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
低
〜
中

強
度
・
長
時
間
の
運
動
時
に
は
有

酸
素
系
（
脂
肪
や
糖
を
分
解
し
て

A
T
P
を
生
産
）
が
中
心
と
な

る
。

　

こ
の
仕
組
み
の
違
い
か
ら
脂
肪

分
解
に
は
有
酸
素
運
動
が
効
果
的

と
さ
れ
て
い
る
。
有
酸
素
運
動
を

す
る
と
副
腎
か
ら
脂
肪
分
解
を
促

す
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
、

血
管
を
通
じ
て
全
身
に
運
ば
れ

る
。
つ
ま
り
、
脂
肪
は
鍛
え
た
部

分
の
周
辺
の
も
の
だ
け
が
分
解
さ

れ
る
の
で
は
な
い
。

　

過
去
の
研
究
で
も
局
所
的
に
腹

筋
運
動
や
腕
の
筋
ト
レ
等
を
し
て

も
、
そ
の
部
分
の
筋
量
は
増
え
る

が
脂
肪
量
は
減
ら
ず
、
脂
肪
は
体

全
体
で
減
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
運
動
の
直
後
に

ウ
エ
ス
ト
等
が
細
く
な
る
こ
と
は

あ
る
が
、
そ
れ
は
む
く
み
の
軽
減

に
よ
る
一
時
的
な
変
化
で
、
脂
肪

が
減
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

近
年
テ
ニ
ス
選
手
は
利
き
手
の

方
が
脂
肪
の
割
合
が
少
な
い
と
い

う
報
告
や
局
部
の
筋
ト
レ
後
に
有

酸
素
運
動
を
す
る
と
、
局
部
の
脂

肪
減
少
効
果
が
高
い
と
い
う
報
告

も
あ
り
、
部
分
痩
せ
の
可
能
性
は

ゼ
ロ
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
こ

れ
は
ア
ス
リ
ー
ト
並
み
に
鍛
え
た

場
合
の
話
で
あ
る
。

　

部
分
痩
せ
を
目
指
す
く
ら
い
な

ら
食
事
と
運
動
で
全
身
の
脂
肪
を

減
ら
し
て
、
引
き
締
ま
っ
た
体
を

作
る
こ
と
の
方
が
ハ
ー
ド
ル
は
低

い
と
い
え
よ
う
。

　

実
は
近
年
筋
ト
レ
に
も
有
酸
素

運
動
と
同
様
に
脂
肪
減
少
効
果
が

あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。
仕
組
み
は

未
解
明
だ
が
筋
ト
レ
に
よ
っ
て
も

分
泌
す
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
等
の
カ

テ
コ
ラ
ミ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の

効
果
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
運
動

の
種
類
は
何
で
も
良
い
。
取
り
組

み
や
す
く
継
続
し
や
す
い
運
動
か

ら
始
め
て
み
よ
う
。

（
２
０
２
４
年
1
月
15
日
／
日
経
）

京
丹
後
の
百
寿
率
、

全
国
の
３
・
１
倍

長
寿
の
秘
訣
は
食
と
運
動
？

　

京
都
府
最
北
部
の
京
丹
後
市
は

長
寿
の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
。
人

口
10
万
人
あ
た
り
の
１
０
０
歳
以

上
の
「
百
寿
者
」
（
セ
ン
テ
ナ
リ

ア
ン
）
の
割
合
は
全
国
平
均
の

３
・
１
倍
と
い
う
。
海
と
山
に
囲

ま
れ
た
地
形
で
、
郷
土
料
理
も
豊

富
。
そ
の
秘
訣
を
探
る
と
、
食
や

運
動
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
習
慣

が
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
ら
し

い
。

「
結
構
き
つ
い
ね
」
「
汗
が
出
て

き
た
」
。
２
０
２
３
年
12
月
、
市

内
の
公
民
館
で
、
週
1
回
の
高
齢

者
向
け
「
丹
後
の
び
の
び
体
操
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

イ
ス
の
座
り
立
ち
や
片
足
立

ち
、
上
半
身
の
ひ
ね
り
な
ど
約
40

分
間
に
わ
た
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

住
民
の
女
性
（
88
）
は
「
運
動
す

る
こ
と
で
気
持
ち
も
楽
し
く
な

る
」
と
話
す
。
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京
丹
後
市
に
よ
る
と
、
23
年
９

月
１
日
時
点
で
満
１
０
０
歳
以
上

の
市
民
は
１
１
６
人
。
人
口
10
万

人
で
換
算
す
る
と
２
２
６
・
32
人

で
、
全
国
平
均
の
３
・
１
倍
と
い

う
。
男
性
の
長
寿
世
界
一
と
し
て

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
た
木

村
次
郎
右
衛
門
さ
ん
（
13
年
に
１

１
６
歳
で
死
去
）
も
住
民
だ
っ

た
。

　

長
寿
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
京

都
府
立
医
科
大
な
ど
の
研
究
チ
ー

ム
が
17
年
か
ら
調
査
す
る
。
65
歳

以
上
の
約
１
０
０
０
人
が
２
～
３

年
に
1
回
、
健
康
診
断
を
受
診
。

身
長
・
体
重
、
中
性
脂
肪
値
や
血

糖
値
、
家
族
構
成
や
食
事
内
容
ま

で
調
査
は
約
２
０
０
０
項
目
に
及

ぶ
。

　

浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
血
管

年
齢
に
特
徴
が
あ
る
点
だ
。
血
管

の
硬
さ
を
示
す
数
値
の
心
臓
足
首

血
管
指
数
（
C
A
V
I
）
で
み
る

と
、
全
国
平
均
よ
り
10
歳
程
度
低

か
っ
た
。
京
丹
後
の
75
～
79
歳
男

性
の
C
A
V
I
は
９
・
１
。
全
国

平
均
で
65
～
69
歳
の
水
準
（
９
・

01
）
に
近
い
。
中
性
脂
肪
値
も
男

女
（
65
歳
以
上
）
と
も
に
全
国
平

均
よ
り
低
く
、
脂
質
異
常
症
と
診

断
さ
れ
る
基
準
を
下
回
っ
た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
運
動
習
慣
が

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う

だ
。
京
丹
後
で
は
体
操
な
ど
の
取

り
組
み
が
活
発
な
う
え
、
府
立
医

大
大
学
院
の
的
場
聖
明
教
授
は

「
畑
仕
事
や
散
歩
な
ど
高
齢
者
に

と
っ
て
強
度
が
高
い
運
動
を
日
常

的
に
し
て
い
る
」
と
分
析
す
る
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
生

活
も
影
響
し
て
い
る
ら
し
い
。
60

歳
以
上
に
21
年
、
京
都
府
立
大
大

学
院
の
吉
本
優
子
准
教
授
が
実
施

し
た
調
査
で
は
「
偏
食
せ
ず
に
食

べ
て
い
る
」
が
85
・
７
％
だ
っ

た
。

　

地
域
の
産
物
が
豊
か
で
、
住
民

の
多
く
は
幼
い
頃
か
ら
甘
辛
く
煮

た
サ
バ
を
酢
飯
に
散
ら
し
た
「
丹

後
ば
ら
寿
司
」
や
サ
ト
イ
モ
の
茎

を
使
っ
た
「
酢
ず
い
き
」
と
い
っ

た
郷
土
料
理
を
食
べ
て
育
っ
て
き

た
。
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
「
間
人
（
た
い
ざ
）
ガ
ニ
」
も

名
物
だ
。

　

京
都
最
北
部
の
セ
ン
テ
ナ
リ
ア

ン
に
は
、
弘
前
大
も
注
目
す
る
。

20
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
青

森
県
の
平
均
寿
命
は
男
性
79
・
27

歳
、
女
性
86
・
33
歳
で
男
女
と
も

に
全
国
で
最
も
短
く
、
京
丹
後
の

住
民
の
生
活
習
慣
な
ど
の
研
究
を

続
け
る
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
題
が
で
き

る
友
人
の
人
数
に
着
目
し
調
べ
る

と
、
京
丹
後
は
４
・
１
人
で
弘
前

（
３
・
３
人
）
よ
り
多
か
っ
た
と

い
う
。
同
大
の
村
下
公
一
教
授
は

「
高
齢
者
が
孤
立
せ
ず
積
極
的
に

会
話
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
」
と
語
る
。

　

25
年
４
月
か
ら
大
阪
・
関
西
万

博
が
予
定
さ
れ
る
。
国
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
集
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
な
か
、
京
丹
後
市
観

光
公
社
は
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

打
ち
出
し
、
海
岸
線
を
歩
い
た
り

地
元
の
食
材
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

企
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　

万
博
開
催
中
は
大
阪
観
光
局
と

連
携
す
る
な
ど
し
て
、
地
元
の
料

理
や
自
然
を
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国

人
）
を
呼
び
込
む
計
画
と
い
う
。

観
光
公
社
の
担
当
者
は
「
京
丹
後

の
健
康
長
寿
を
世
界
に
広
め
た

い
」
と
話
す
。

（
２
０
２
４
年
1
月
15
日
／
日
経
）

日
本
版
D
B
S
法

塾
・
シ
ッ
タ
ー
仲
介
は

認
定
制
　

性
犯
罪
歴
の
確
認

　

政
府
は
子
ど
も
と
接
す
る
職
場

に
従
業
員
の
性
犯
罪
歴
を
確
認
し

て
も
ら
う
「
日
本
版
D
B
S
」
の

創
設
に
関
す
る
法
案
の
概
要
を
ま

と
め
た
。
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学

校
に
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
義
務
づ

け
る
。
学
習
塾
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
事
業
者

な
ど
は
任
意
の
認
定
制
度
の
対
象

と
す
る
。

　

犯
罪
歴
が
あ
っ
た
場
合
に
は
直

接
子
ど
も
と
関
わ
ら
な
い
業
務
を

担
当
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ

る
。
刑
法
や
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法

の
性
犯
罪
に
加
え
、
痴
漢
や
盗
撮

な
ど
の
条
例
違
反
も
対
象
に
含
め

る
方
向
で
調
整
し
て
い
る
。
26
日

召
集
の
通
常
国
会
で
法
案
の
成
立

を
め
ざ
す
。

　

認
定
制
度
は
学
習
塾
の
ほ
か
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保

育
）
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ベ
ビ
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ー
シ
ッ
タ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
事
業
者
、
芸
能
事
務
所
な
ど
芸

能
の
養
成
所
も
対
象
に
す
る
方
針

だ
。
認
定
を
受
け
る
に
は
研
修
の

実
施
と
い
っ
た
性
被
害
を
防
ぐ
体

制
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
認
定

を
受
け
た
事
業
者
は
広
告
表
示
が

可
能
に
な
る
。

　

日
本
版
D
B
S
は
英
国
の
政
府

系
機
関
の
し
く
み
を
モ
デ
ル
に
検

討
さ
れ
て
き
た
。
英
国
で
子
ど
も

に
携
わ
る
職
業
に
就
く
場
合
、
事

業
者
に
犯
罪
歴
の
照
会
を
義
務
づ

け
る
。
シ
ス
テ
ム
は
政
府
が
管
理

し
、
犯
罪
が
確
認
さ
れ
れ
ば
就
労

が
禁
止
さ
れ
る
。

　

日
本
で
も
子
ど
も
へ
の
性
犯
罪

は
表
面
化
し
に
く
い
た
め
未
然
に

防
ぐ
し
く
み
が
必
要
だ
と
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
子
育
て
支
援
の
団
体

な
ど
が
日
本
版
D
B
S
の
創
設
を

強
く
求
め
て
い
た
。

（
２
０
２
４
年
1
月
26
日
／
日
経
） 

京
急
・
明
治
安
田
、

沿
線
で
健
康
イ
ベ
ン
ト
な
ど

連
携
協
定

　

京
浜
急
行
電
鉄
と
明
治
安
田
生

命
保
険
は
26
日
、
健
康
増
進
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
関
し
て
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
明
治
安

田
生
命
が
取
り
組
む
健
康
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
京
急
沿
線
で
連
携
し
て

開
催
す
る
。
沿
線
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
活
性
化
し
つ
つ
、
接

点
を
増
や
し
た
い
考
え
だ
。

　

ま
ず
４
月
に
も
京
急
沿
線
の
各

地
域
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
血
管
年
齢

や
骨
の
強
さ
な
ど
を
確
認
で
き
る

健
康
測
定
会
を
実
施
す
る
。
京
急

電
鉄
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
も

健
康
測
定
会
を
実
施
す
る
。
ほ
か

に
も
京
急
電
鉄
が
横
浜
市
金
沢
区

に
保
有
す
る
施
設
に
地
域
の
人
が

利
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル

ー
ム
を
開
設
し
、
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
開
催
す
る
。

　

明
治
安
田
生
命
は
神
奈
川
県
内

に
２
３
０
０
人
の
営
業
職
員
が
お

り
、
地
域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
横
須
賀
市
な
ど

県
内
自
治
体
と
も
連
携
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
3
者
で
連
携
し
て

住
民
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
を
創
出
す
る
と
し
て

い
る
。（

２
０
２
４
4
年
1
月
27
日
／
日
経
） 

ジ
ム
・
ヨ
ガ

契
約
ト
ラ
ブ
ル
、

オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
も
注
意

ネ
ッ
ト
申
し
込
み

 「
よ
く
確
認
」

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
や
ヨ
ガ
教
室
の
契
約
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
多
い

と
し
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

関
係
す
る
２
０
２
２
年
度
の
消
費

生
活
相
談
は
４
６
１
７
件
で
、
う

ち
約
１
割
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
の
申
し
込
み
だ
っ
た
。

　

ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
を
受
け
る

従
来
の
店
舗
以
外
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
レ
ッ
ス
ン
と
い
っ
た
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
も
増
加
。

セ
ン
タ
ー
は
「
解
約
時
の
連
絡
先

や
精
算
方
法
を
よ
く
確
認
し
て
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
南
関
東

の
30
代
女
性
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ヨ

ガ
教
室
の
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
無
料
登
録
す
る
つ
も
り
で
入
会

し
た
が
、
1
回
も
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
な
い
ま
ま
通
常
プ
ラ
ン
に
移
行

さ
れ
て
お
り
、
計
1
万
５
千
円
の

請
求
が
あ
っ
た
。
事
業
者
に
返
金

を
要
請
し
た
が
、
サ
イ
ト
に
「
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に
自
動
的
に

移
行
す
る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
た

め
、
断
ら
れ
た
と
い
う
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
契
約
は
当
事
者

間
の
規
約
に
従
う
こ
と
に
な
る
と

し
て
「
内
容
を
認
識
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ

と
が
な
い
よ
う
し
っ
か
り
確
認

を
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
む
無
人
ジ
ム
に
関
し
て
も

「
解
約
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手

続
き
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
途

中
で
画
面
が
進
ま
な
く
な
っ
た
」

と
い
う
相
談
な
ど
、
事
業
者
と
直

接
連
絡
が
取
れ
ず
に
困
る
ケ
ー
ス

が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

※
事
務
局
註
：
広
報
全
文
は

F
I
A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
４
年
1
月
29
日
／
日
経
） 

健
保
向
け
サ
ー
ビ
ス

生
活
習
慣
改
善
で

d
ポ
イ
ン
ト

N
T
T
コ
ム

　

N
T
T
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
は
企
業
の
健
康
保
険
組
合
向
け

に
、
健
康
経
営
を
支
援
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
を
31
日
に
始
め
る
。

生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
社
員

に
歩
行
な
ど
に
つ
い
て
助
言
す

る
。
日
々
の
歩
数
や
体
重
の
目
標

達
成
に
応
じ
て
N
T
T
ド
コ
モ
の

「
d
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
し
、
健

康
増
進
を
促
す
。

　

健
康
診
断
の
デ
ー
タ
か
ら
生
活

習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
と

判
断
さ
れ
た
社
員
な
ど
に
対
し
て

健
康
指
導
す
る
。
健
診
結
果
や
検

査
値
の
変
化
、
将
来
の
生
活
習
慣

病
の
発
症
確
率
を
示
す
こ
と
で
意

識
改
善
に
つ
な
げ
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
こ
れ
ま
で
健
保

組
合
に
対
し
、
健
康
診
断
で
問
題

の
あ
っ
た
社
員
に
は
保
健
師
ら
に

よ
る
「
特
定
保
健
指
導
」
な
ど
で

生
活
習
慣
の
改
善
を
促
す
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
た
。
対
面
で
の
面

談
は
予
約
や
通
う
手
間
が
か
か
る

こ
と
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
な
ど
が
課

題
だ
っ
た
。

　

厚
労
省
は
４
月
１
日
か
ら
特
定

保
健
指
導
の
運
用
ル
ー
ル
を
見
直

す
方
針
だ
。
健
康
指
導
に
加
え

て
、
体
重
や
腹
囲
、
運
動
、
食

事
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改

善
状
況
を
健
保
組
合
の
評
価
項
目

に
追
加
す
る
。
制
度
改
定
を
踏
ま

え
、
新
サ
ー
ビ
ス
で
企
業
の
健
康

経
営
を
支
援
す
る
。
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N
T
T
コ
ム
は
２
０
２
８
年
度

ま
で
に
同
サ
ー
ビ
ス
で
10
億
円
の

売
り
上
げ
を
目
指
す
。
同
社
は
電

話
で
認
知
機
能
を
測
定
す
る
サ
ー

ビ
ス
や
、
病
院
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
D
X
）
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提

供
し
て
い
る
。

（
２
０
２
４
年
1
月
30
日
／
日
経
） 

 「
健
康
寿
命
」
検
診
軸
に

体
力
ド
ッ
ク
で
自
身
を
知
る

ス
ポ
ー
ツ
科
学
　

百
貨
店
初
出
店

（
株
）
ス
ポ
ー
ツ
科
学
は
1
月
6

日
、
日
本
橋
三
越
本
店
新
館
5
階

に
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
検
診
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
ー
ズ
ラ
ボ
」
と
ス
ポ
ー
ツ

科
学
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
ー
ズ
ジ

ム
」
を
連
動
し
た
「
ア
ロ
ー
ズ
ラ

ボ
＆
ア
ロ
ー
ズ
ジ
ム
日
本
橋
三
越

店
」
を
開
設
し
た
。
同
施
設
で

は
、
日
本
で
初
と
な
る
「
ス
ポ
ー

ツ
科
学
で
健
康
寿
命
を
測
る
」
を

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
す

る
。

　

ま
た
、
同
社
が
百
貨
店
業
態
へ

出
店
す
る
の
も
初
め
て
で
あ
り
、

比
較
的
年
齢
層
の
高
い
百
貨
店
顧

客
に
、
〝
健
康
寿
命
検
診
〟
と
い

う
新
た
な
付
加
価
値
を
提
供
し
、

相
互
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
し
て
い

く
。

　

ア
ロ
ー
ズ
ラ
ボ
は
「
ア
ス
リ
ー

ト
向
け
ス
ポ
ー
ツ
科
学
測
定
」
、

ア
ロ
ー
ズ
ジ
ム
は
「
子
ど
も
向
け

ス
ポ
ー
ツ
科
学
塾
」
を
中
心
に
全

国
で
19
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

20
店
舗
目
と
な
る
日
本
橋
三
越
本

店
で
は
、
超
高
齢
化
社
会
の
日
本

に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
消

費
や
生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変

化
す
る
な
か
、
健
康
の
た
め
に
自

分
の
身
体
を
測
る
・
記
録
す
る
と

い
う
こ
と
を
メ
イ
ン
に
運
営
し
て

い
く
。

　

店
舗
開
設
に
先
立
つ
昨
年
12

月
22
日
に
行
わ
れ
た
発
表
・
内

覧
会
で
、
同
社
の
山
下
典
秀
社

長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
数
値
化
、

み
え
る
化
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
科

学
を
当
た
り
前
に
し
た
い
。
ア

ロ
ー
ズ
ラ
ボ
で
は
〝
体
力
〟
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
き
た
が
、
日

本
橋
三
越
本
店
か
ら
は
次
の
ス

テ
ー
ジ
〝
動
作
〟
に
進
む
。
自

分
を
知
る
、
〝
測
る
環
境
〟
を

作
る
こ
と
が
重
要
、
こ
の
店
舗

か
ら
健
康
メ
ニ
ュ
ー
を
発
信
し

て
い
く
」
と
話
し
、
〝
体
力
ド

ッ
ク
〟
を
前
面
に
す
る
考
え
を

示
し
た
。

　

ア
ロ
ー
ズ
ラ
ボ
が
提
供
す
る

〝
体
力
ド
ッ
ク
〟
で
は
、
身
体
組

成
、
視
力
、
筋
力
、
持
久
力
の
４

つ
の
検
査
結
果
か
ら
科
学
的
に
体

力
年
齢
を
算
出
。
視
力
低
下
に
よ

る
自
動
車
運
転
中
の
事
故
や
日
常

生
活
で
の
転
倒
リ
ス
ク
、
筋
力
低

下
に
よ
る
肥
満
・
生
活
習
慣
病
・

寝
た
き
り
の
リ
ス
ク
と
い
っ
た
課

題
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
。

　

体
力
ド
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
自

身
の
身
体
へ
の
投
資
に
関
心
を
持

っ
た
人
に
は
、
ア
ロ
ー
ズ
ラ
ボ
で

科
学
の
専
門
家
か
ら
〝
貯
筋
運

動
〟
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
。
貯
筋
運
動
は
、
社

会
問
題
で
あ
る
日
本
人
の
体
力
・

運
動
能
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
動

け
る
身
体
作
り
を
目
指
し
、
ど
こ

で
も
簡
単
に
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、
福
永
哲
夫
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
が
提
唱
し
て
い
る
も

の
。

　

初
の
百
貨
店
出
店
に
関
し
て
山

下
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
は
、
子
ど

も
の
通
い
や
す
さ
を
考
え
て
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
中
心
に
展
開

し
て
き
た
。
し
か
し
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
進
む
場
合
、
百
貨
店
利
用
者

は
高
齢
で
健
康
を
気
に
す
る
人
が

多
く
、
〝
健
康
〟
を
テ
ー
マ
に
す

る
に
は
最
適
な
環
境
と
考
え
た
」

と
い
う
。

　

丸
井
良
太
三
越
日
本
橋
本
店
長

も
「
健
康
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、
百
貨
店
の
営
業
ス
タ
イ
ル
も

変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
三
越

日
本
橋
本
店
で
も
グ
ッ
ド
ヘ
ル

ス
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
切
り

口
に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
の
出
店

は
、
顧
客
及
び
従
業
員
の
健
康
寿

命
を
延
ば
す
と
い
う
点
で
多
く
の

方
々
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
期

待
を
示
し
た
。

　

な
お
同
店
で
は
、
世
界
で
初
め

て
床
を
舞
台
に
使
用
し
て
身
体
だ

け
で
運
動
が
で
き
る
拡
張
現
実

（
A
R
）
を
用
い
た
未
来
型
バ
ー

チ
ャ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
が
可
能
。

ま
た
、
ア
ロ
ー
ズ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ゴ
ル
フ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
を
設
置

し
、
最
新
科
学
技
術
を
駆
使
し
て

ゴ
ル
フ
ス
イ
ン
グ
の
動
作
解
析
を

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
産
業
新
報　

２
０
２
４-

１-

20
号
）


